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【
蓄
＋
九
忌
事
フ
・
ン
ス
の
・
・
一
は
、
か
れ
の
第
二
次
内
閣
成
書
・
ジ
嶺
童
話
を
強
化
す
・
た
め
に
、
芳
で
露
国
を
…

屈
害
せ
て
懐
金
を
馨
し
よ
う
と
菱
な
が
ら
、
他
方
で
縫
東
諸
隅
の
言
を
利
用
し
て
呆
の
畠
党
と
明
治
政
府
と
の
双
方
藷
托
し
吉
　

　
と
つ
と
め
た
。
本
稿
は
、
陰
仏
両
国
に
お
け
る
当
時
の
外
交
文
献
お
よ
び
若
干
の
有
力
新
聞
紙
の
資
料
に
よ
り
、
こ
の
間
の
事
情
を
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
　
W

菰
鍵
豫
汀
潅
ヨ
け
病
糊
渚
建
繍
瓢
譲
綿
織
曝
潅
満
幅
渉
縁
混
耀
罐
縷
腰
細
終
い
穐
…
…
…

1
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
一
八
八
董
年
に
、
フ
ラ
ン
ス
酋
相
ジ
ュ
ー
ル
・
フ
ェ
リ
ー
（
』
三
角

鳴
。
羅
）
、
）
の
第
二
次
内
閣
が
成
立
し
た
。
・
か
れ
は
フ
ラ
ン
ス
国
会
内

に
お
け
る
共
和
主
義
右
派
の
指
導
者
で
あ
り
、
国
内
で
は
農
民
か
ら

税
金
を
搾
取
し
な
が
ら
、
国
外
で
は
植
民
地
戦
争
を
す
す
め
て
、
ブ

ル
ジ
ョ
ア
！
内
閣
の
反
民
主
・
反
平
和
的
な
性
格
を
露
骨
に
さ
ら
け

だ
し
た
。
こ
の
フ
ェ
リ
ー
の
政
策
、
と
り
わ
け
植
畏
地
政
策
は
、
か

れ
の
内
閣
に
不
幸
な
運
命
を
も
た
ら
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
極
東
の

国
際
情
勢
の
悪
化
を
も
惹
起
し
た
。
本
稿
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
国

内
に
お
け
る
財
政
を
分
析
し
、
そ
の
財
政
問
題
を
通
じ
て
、
フ
ェ
リ

ー
の
櫨
民
地
政
策
の
特
性
を
批
判
し
、
次
に
、
フ
ェ
リ
ー
は
な
ぜ
清

国
政
府
に
迫
っ
て
賠
償
金
を
要
求
し
た
か
に
言
及
し
、
最
後
に
、
フ

ェ
リ
ー
は
清
国
に
賠
償
金
を
求
め
る
た
め
に
は
、
植
民
地
戦
争
を
拡

大
す
る
こ
と
を
辞
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
戦
争
が
日
本
に

対
し
て
、
す
な
わ
ち
自
由
党
お
よ
び
明
治
政
府
に
対
し
て
、
一
た
い

ど
ん
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
か
を
、
私
は
特
別
な
関
心
を
も
つ
て
究

明
し
た
い
と
思
う
。
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亙
　
フ
ラ
ン
ス
の
財
政

　
清
仏
戦
争
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
の
財
界
は
次
第
に
不
景
気
の
状
態
に

陥
り
つ
つ
あ
っ
た
。
元
来
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
運
動
末
期
か
ら
一
八
七

一
年
三
月
パ
リ
暴
動
鎮
圧
に
至
る
ま
で
、
そ
の
財
政
は
年
々
困
難
に

逢
着
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
鋭
意
国
費
を
節
減
し
、
ま
た
、
全

国
の
財
源
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
、
国
家
歳
入
は
次
第

に
増
加
し
た
。
特
に
、
一
八
七
〇
年
か
ら
七
三
年
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
の
イ
ン
フ
レ
は
頂
点
に
達
し
、
商
業
資
本
は
活
況
を
羨
し

は
じ
め
て
い
た
の
で
、
こ
の
好
機
に
め
ぐ
ま
れ
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
商

業
を
中
心
に
発
展
し
、
や
が
て
財
政
上
の
い
ろ
い
ろ
な
困
難
も
ほ
と

ん
ど
勾
金
に
回
復
し
た
。
　
一
八
七
一
二
年
以
後
、
ふ
た
た
び
商
業
衰
微

の
危
機
に
瀕
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
す
べ
て
の
国
が
不
景
気
を
ま
ね

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
の
み
は
依
然
と
し
て
繁
栄
の
方

向
に
進
ん
で
い
た
。
こ
う
し
て
、
十
九
世
紀
の
八
十
年
代
に
は
い
っ

た
フ
ラ
ン
ス
は
、
す
で
に
ヨ
…
ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
け
る
各
国
の
中
で

も
つ
と
竜
巨
額
の
財
力
を
持
つ
国
と
な
っ
た
。
そ
の
蓄
積
資
本
を
輸

出
す
る
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
後
に
し
た
が
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
・
ア

ジ
ア
の
各
地
に
投
資
し
、
つ
い
に
植
民
地
戦
争
を
惹
起
す
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
戦
争
は
、
す
な
わ
ち
、
ア
フ
リ
カ
．
ア
ジ

ア
に
お
い
て
領
土
の
分
割
を
め
ざ
す
資
本
主
義
諸
国
の
一
つ
の
侵
略

的
な
表
現
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
の
経
済
発
展
上
か
ら
見
る
と
、

普
仏
戦
争
の
影
響
を
受
け
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
工
業
発
展
に
お
い
て
は
、

先
進
資
本
主
義
国
家
に
く
ら
べ
る
と
比
較
的
に
お
そ
く
、
主
に
商
業

お
よ
び
そ
の
他
の
方
面
に
お
い
て
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
一
八
八
○

年
に
フ
ェ
リ
ー
の
内
閣
（
一
八
八
O
l
八
一
）
が
生
ま
れ
、
金
融
資
本

の
発
展
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
フ
ェ
リ
ー
は
、
植
民
地
に
お
け
る
資

源
開
発
を
強
化
し
た
。
し
が
竜
、
そ
の
頃
、
フ
ラ
ン
ス
の
金
融
資
本

は
官
僚
政
治
と
密
接
に
む
す
び
つ
い
て
、
パ
リ
の
多
く
の
新
聞
・
雑

誌
は
金
融
資
本
の
支
配
下
に
フ
ェ
リ
…
の
植
畏
地
政
策
を
支
持
し
た
。

愚
時
、
海
外
に
輸
出
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
蓄
積
資
本
は
、
イ
ギ
リ
ス
よ

・
り
わ
ず
か
に
低
く
、
世
界
の
第
二
位
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
ア

フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
の
到
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
植
民
地
争
奪
が
お
こ
な

わ
れ
た
結
箪
ハ
、
フ
ラ
ン
ス
の
金
融
｝
資
本
は
ま
す
ル
ま
す
調
翼
微
の
徴
を
示

し
、
か
つ
、
　
一
八
八
○
年
に
は
農
業
恐
慌
を
来
た
し
、
社
会
不
安
に

陥
り
は
じ
め
た
。
　
一
八
八
三
年
に
は
フ
ェ
リ
ー
第
二
次
内
閣
（
一
八

八
三
一
八
五
）
が
成
立
し
た
が
、
　
こ
の
よ
う
な
国
内
の
顯
難
な
状
態

に
も
か
か
わ
ら
ず
フ
ェ
リ
ー
は
、
さ
ら
に
一
歩
前
進
し
て
安
臥
を
占
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フェリー内翻と蘭＝本（彰）

領
し
よ
う
と
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
ク
ー
ル
ベ
艦
隊
は
基
隆
・
福
二

を
砲
撃
し
、
台
湾
海
狭
を
封
鎖
し
た
が
、
そ
れ
で
も
清
国
政
府
を
屈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ン
　
ン

服
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
・
も
、
東
京
に
お
け
る
フ
ラ

ン
ス
陸
軍
は
つ
ね
に
清
国
に
敗
れ
、
竜
し
清
仏
戦
争
を
続
け
れ
ば
、

フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
必
ら
ず
し
も
有
利
で
な
く
、
と
り
わ
け
有
限
の

財
力
で
無
期
限
の
戦
争
を
す
る
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
経
済

崩
壊
の
危
機
を
ま
ね
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
八
八
四
年
十
二
月

二
十
・
九
B
の
『
東
｛
尽
三
日
新
聞
…
』
に
は
、
ロ
ソ
ド
ソ
タ
イ
ム
ス
か
ら

抄
訳
さ
れ
た
次
の
如
き
フ
ラ
ン
ス
の
財
政
に
関
す
る
社
説
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

千
八
百
八
十
二
年
ノ
初
ニ
ハ
早
ク
モ
三
四
ノ
時
機
二
遭
遇
シ
タ
リ
」
此
ノ
如

－
ク
ユ
三
民
ノ
気
風
ヲ
一
変
シ
テ
三
惑
ヲ
失
ハ
シ
メ
タ
ル
ハ
仏
函
政
府
其
貴
ユ

任
セ
ザ
ル
可
ラ
ズ
当
時
跡
ム
ベ
ッ
タ
鴛
ト
主
義
ヲ
共
ニ
セ
ル
政
治
論
者
ハ
其

豫
算
表
ノ
面
二
年
々
歳
入
ノ
多
キ
ヲ
加
フ
ル
ヲ
見
ナ
仏
國
ヲ
シ
テ
尚
ホ
～
層

　
ノ
盛
運
二
向
ハ
シ
メ
仏
彌
西
共
和
国
ノ
名
誉
ト
利
益
ヲ
開
発
ス
可
シ
ト
ノ
念

ヲ
発
シ
テ
ハ
須
輿
モ
遅
疑
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
急
二
大
事
業
二
手
ヲ
広
ケ
タ
リ

就
中
フ
レ
シ
ネ
ー
公
内
閣
ヨ
リ
起
シ
タ
ル
鉄
道
起
工
ノ
如
キ
ハ
其
様
モ
著
明

　
ナ
ル
モ
ノ
轟
シ
テ
而
…
モ
原
資
ノ
か
五
二
返
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
而
シ
テ
此
新
凪
町

道
ハ
十
ケ
年
間
年
々
一
覧
万
言
（
五
千
万
円
）
ノ
起
業
費
ヲ
要
シ
タ
リ
仏
濁

三
目
ノ
財
政
困
難
ハ
一
二
此
等
ノ
起
業
二
原
圏
発
ザ
ル
ナ
シ
先
ヅ
第
一
ニ
ハ

年
々
鞭
…
嘗
駕
茨
ノ
藤
二
歳
臨
ノ
多
キ
ヲ
加
湖
へ
第
ニ
ニ
ハ
数
年
㎜
圓
原
轡
ハ
ダ
ニ
悼
取
返

シ
得
》
ザ
ル
事
塾
ポ
ノ
為
メ
ニ
巨
舵
韻
ノ
撫
娯
本
ヲ
沈
釜
日
リ
飴
聖
職
ハ
政
府
既
二
成
皿
二

事
業
ノ
上
二
華
奢
ヲ
張
り
タ
ル
ヲ
以
テ
人
民
モ
亦
敢
テ
度
ヲ
守
り
節
ヲ
制
ス

ル
ヲ
屑
シ
ト
セ
ズ
相
率
テ
事
業
二
手
ヲ
出
ス
ニ
至
リ
タ
ル
ナ
リ
而
シ
テ
政
府

ハ
之
二
加
フ
ル
ニ
又
保
護
税
ヲ
鷺
キ
汽
船
会
栓
二
保
護
金
ヲ
与
ヘ
テ
尚
ホ
此

気
風
ヲ
励
シ
タ
リ
」
然
レ
ト
モ
是
等
ハ
今
日
ノ
内
閣
ノ
与
ル
所
ニ
ア
ラ
ザ
ル

が
故
二
姑
ク
之
ヲ
措
ク
ト
ス
可
シ
而
シ
テ
フ
孟
ル
リ
i
宰
梱
ノ
内
閣
が
決
シ

テ
引
責
ヲ
免
ル
・
ゴ
ト
能
ハ
ザ
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
彼
ノ
拓
地
政
略
二
在
ル
也
此

拓
地
ノ
事
タ
ル
徒
二
外
国
二
向
テ
貨
財
ヲ
流
出
ス
ル
ノ
ミ
エ
テ
山
木
ダ
轡
テ
梱

当
ノ
報
酬
ヲ
得
タ
ル
コ
ト
ナ
シ
若
夫
仏
顯
ヲ
シ
テ
早
二
鉄
道
起
工
ニ
ノ
ミ
熱

心
セ
シ
メ
シ
ナ
ラ
バ
尚
ホ
或
ハ
其
昌
的
ヲ
達
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
キ
ニ
徒
二
丘
ハ

ヲ
出
シ
地
ヲ
拓
二
従
事
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
殆
ン
ト
大
黙
ヲ
誤
ル
一
一
至
レ
リ
其
志

ヤ
就
撒
シ
琳
獣
道
モ
拓
地
モ
門
圓
時
二
為
遂
ク
可
シ
ト
ノ
想
像
ニ
テ
ァ
ル
ナ
ラ
ン
余

リ
ニ
空
大
ノ
考
ト
云
フ
可
シ

仏
国
政
府
ガ
初
メ
テ
其
財
政
ノ
決
シ
テ
豫
想
ノ
如
ク
盛
運
一
一
在
ラ
ザ
ル
ヲ
発

層
四
シ
タ
ル
ハ
ム
η
ヨ
リ
ニ
ケ
年
半
ノ
晶
別
ニ
ア
リ
是
時
ヨ
リ
シ
テ
政
治
払
醐
春
鷺
狽

二
政
府
二
向
テ
仏
国
ノ
浮
債
ハ
驚
ク
可
キ
ノ
増
加
ヲ
見
ソ
ト
ス
ル
ニ
至
レ
リ

ト
瓢
醐
シ
タ
リ
夫
ノ
ト
ユ
ス
占
糖
…
ノ
如
キ
ハ
欝
寸
ラ
仏
購
ノ
面
謬
ヲ
揚
ケ
タ
ル
モ

ノ
ナ
リ
ト
想
像
セ
ラ
レ
タ
ル
所
川
ナ
レ
ト
モ
加
｝
何
セ
ン
此
ガ
為
二
豫
鱗
梁
双
ノ
薦

二
燕
芥
常
二
平
㏄
均
ヲ
失
ヒ
政
府
盗
省
H
ヲ
挙
ケ
テ
｛
疋
額
…
ヲ
節
減
セ
ザ
ル
可
ラ
ザ
ル
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二
三
レ
リ
既
二
千
八
蕎
八
十
三
年
ノ
歳
入
ハ
前
年
二
比
シ
テ
増
加
ア
ル
エ
モ

拘
ハ
ラ
ズ
其
歳
出
ハ
斯
ク
増
加
シ
タ
ル
歳
入
二
対
シ
テ
尚
ホ
不
足
ヲ
出
ロ
ケ
タ

リ
キ
本
年
ノ
歳
入
軸
装
r
ダ
少
ク
シ
テ
八
ヶ
月
分
ニ
テ
昨
年
二
比
ス
レ
バ
五
十

万
確
ノ
減
額
ナ
リ
其
歳
出
入
ノ
間
一
一
非
常
ノ
差
ヲ
生
シ
之
ヲ
補
フ
可
キ
浮
債

　
一
等
ス
非
常
ノ
増
加
ヲ
晃
ル
ナ
ル
可
シ
（
昨
年
十
二
月
欝
一
艮
ノ
浮
債
高
四

千
三
百
八
＋
二
万
九
千
砺
ナ
リ
シ
）
斯
レ
バ
遅
ク
モ
来
年
ノ
初
二
誇
税
率
ヲ

増
一
ス
ノ
外
望
診
箭
帯
ナ
カ
ル
可
，
シ
仏
国
政
桝
贋
今
田
ノ
財
政
M
幽
難
ハ
半
ハ
晶
訓
政
府
…

　
ノ
不
注
意
二
丁
ル
ト
難
ト
モ
半
畳
角
ラ
招
ク
所
…
ナ
リ
ト
云
ハ
ザ
ル
可
ラ
ズ
我

々
ハ
ブ
ユ
ル
リ
U
宰
相
が
来
年
度
ノ
擦
算
面
二
獅
何
ニ
シ
テ
其
平
均
ヲ
求
ム

　
ル
カ
ヲ
見
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
フ
ェ
ル
リ
i
宰
相
ノ
見
込
二
三
レ
パ
八
十
五
年

度
ノ
豫
三
二
於
テ
三
千
六
百
万
法
ノ
歳
出
ヲ
減
シ
得
可
シ
即
チ
彼
ノ
陸
軍
工

部
文
部
三
省
ノ
定
額
ヲ
減
ス
ル
事
ニ
シ
テ
豫
算
調
査
一
貫
モ
既
工
之
二
承
諾

ヲ
与
ヘ
タ
リ
ト
云
ヘ
リ
蒲
ル
ニ
宰
相
ハ
叉
或
ル
場
合
二
於
テ
公
然
歳
出
ハ
現

時
ノ
驚
…
ク
可
キ
定
額
即
チ
一
億
二
千
一
百
万
傍
ヲ
・
氷
酒
セ
ザ
ル
可
カ
ラ
ズ
若

　
シ
議
員
改
一
選
ノ
事
ア
ラ
バ
新
二
税
率
ヲ
増
一
ス
可
シ
ト
云
ヘ
リ
ト
聞
ケ
リ
設
ヒ

巴
ム
ヲ
得
ズ
ト
ハ
云
ヘ
ド
モ
増
税
ハ
固
ト
美
挙
ニ
ア
ラ
ズ
人
民
必
ズ
之
二
堪

　
ユ
ル
ノ
カ
ナ
キ
ヲ
歎
ス
ル
ナ
ラ
ン

と
に
か
く
、
植
民
地
戦
争
の
指
導
者
フ
ェ
リ
ー
は
、
二
度
に
わ
た
る

内
閣
、
と
り
わ
け
第
二
次
の
内
閣
の
首
班
で
あ
っ
た
時
代
に
、
清
国

を
屈
服
さ
せ
る
た
め
に
巨
額
の
軍
費
を
支
出
し
た
。
　
一
八
八
三
年
五

月
よ
り
翌
年
八
月
に
い
た
る
ま
で
に
す
で
に
七
，
三
六
〇
万
に
お
よ

ぶ
フ
ラ
ン
の
東
征
軍
費
を
消
費
し
た
が
、
結
局
、
上
述
の
ロ
ソ
ド
ソ

タ
イ
ム
ス
の
い
う
よ
う
に
、
何
ら
の
報
酬
も
得
ら
れ
ず
、
た
だ
圏
費

の
流
出
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
一
八
八
○
年
か
ら
は
、
毎
年
国
費
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
を
失
い
、
　
一
八
八
四
年
の
秋
に
い
た
る
と
、
歳
入
は
さ

ら
に
大
幅
に
減
少
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
下
に
、
フ
ェ
リ
ー
は

あ
い
か
わ
ら
ず
臣
額
の
軍
費
を
支
出
し
続
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
方
、
フ
ラ
ン
ス
上
院
は
フ
ェ
リ
ー
内
閣
の
東
征
計
画
に
賛
成
し
た

が
、
下
院
は
そ
れ
に
反
対
し
、
両
院
の
音
轡
見
は
完
全
に
く
い
ち
が
っ

た
。
こ
の
年
（
一
八
八
凶
）
十
月
十
四
日
に
通
堂
…
国
∵
会
を
開
き
、
　
下

院
は
内
閣
の
東
征
政
略
に
つ
い
て
質
問
し
、
ま
た
下
院
の
会
計
調
査

委
員
会
と
内
閣
の
間
に
論
争
が
生
じ
、
フ
ェ
リ
ー
政
権
の
危
機
を
促

進
し
、
こ
こ
に
お
い
て
か
れ
の
内
閣
は
大
蔵
．
陸
軍
両
大
臣
が
と
も

に
解
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
や
が
て
、
清
仏
両
国
は
、
い
ず
れ
も
イ
ギ
リ
ス
の
調
停
を
こ
と
わ

っ
て
、
強
硬
な
態
度
を
と
り
、
竜
は
や
戦
争
に
よ
っ
て
安
南
問
題
を

解
決
す
る
以
外
に
手
段
は
な
い
か
の
事
態
に
た
ち
至
っ
た
。
ン
旨
こ
で
、

フ
ラ
ン
ス
下
院
も
や
む
を
え
ず
、
つ
い
に
フ
ェ
リ
ー
内
開
の
東
征
計

画
に
聲
成
し
、
十
一
月
二
十
八
日
の
国
会
で
東
征
の
軍
費
支
出
案
を
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承
諾
し
た
。
す
な
わ
ち
一
八
八
四
年
度
分
東
征
軍
費
の
増
額
分
と
し

て
一
、
六
〇
〇
万
フ
ラ
ン
、
な
ら
び
に
一
八
八
五
年
度
上
半
期
分
と

し
て
四
、
三
〇
〇
万
フ
ラ
ン
を
議
決
し
、
か
つ
安
南
問
題
に
関
す
る

フ
ェ
リ
ー
内
閣
の
現
在
の
計
画
を
是
認
す
る
む
ね
議
決
し
た
。
植
民

地
政
策
の
強
化
を
は
か
る
フ
ェ
リ
ー
は
、
そ
れ
ら
の
議
決
案
に
対
し
、

よ
ろ
こ
び
に
堪
え
な
い
旨
を
、
す
ぐ
零
点
で
清
国
駐
在
の
バ
ト
ノ
ー

ト
ル
（
℃
暮
①
鐸
ゆ
賃
⑤
）
公
使
に
伝
え
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

安
爾
事
件
に
つ
い
て
、
下
院
は
四
鯖
閥
の
論
争
を
経
て
、
要
求
さ
れ
た
一
八

　
八
四
年
度
分
の
一
、
六
〇
〇
万
フ
ラ
ン
を
議
決
し
た
の
み
な
ら
ず
、
三
四
二

票
対
一
七
〇
票
で
一
八
八
五
年
度
上
半
期
分
の
四
、
三
〇
〇
万
フ
ラ
ン
の
支

禺
案
も
議
決
し
た
。
そ
れ
ら
の
支
出
案
を
討
議
す
る
際
、
安
野
事
件
に
関
す

　
る
質
疑
を
二
言
お
こ
な
っ
た
。
単
に
政
府
に
対
す
る
不
信
任
の
ゆ
え
を
も
つ

　
て
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
二
九
五
票
対
一
＝
三
票
で
否
決
さ
れ
た
。
最
後
に

　
下
院
は
次
の
よ
う
な
議
案
を
可
決
し
た
。

　
一
、
下
院
は
強
い
決
意
を
も
つ
て
十
分
に
天
津
条
約
を
実
行
す
る
。

　
一
、
下
院
は
三
尉
の
い
ろ
い
ろ
な
声
明
を
す
べ
て
調
査
記
録
し
、
政
府
の
政

　
策
を
信
任
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
権
利
を
尊
重
さ
せ
る
べ
く
、
こ
れ
ら
の
議
案

　
を
可
決
す
る
。

　
前
藩
は
三
七
九
票
三
王
五
票
で
可
決
さ
れ
、
堅
固
は
二
八
二
票
対
一
八
七
粟

　
で
可
決
さ
れ
た
。
含
計
は
三
〇
二
票
対
一
八
五
粟
で
あ
っ
た
。
私
は
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
よ
う
な
議
決
の
結
呆
が
広
く
宜
伝
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

　
か
く
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
対
濡
国
軍
・
事
費
は
此
の
度
議
決
さ
れ
た
一
、

六
〇
〇
万
と
四
、
三
〇
〇
万
フ
ラ
ン
に
、
晶
酬
述
の
七
、
三
六
〇
万
フ

ラ
ン
を
加
え
て
ご
徳
フ
ラ
ン
を
超
過
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

す
で
に
歳
入
不
足
、
財
力
困
難
に
直
面
し
た
フ
ェ
リ
ー
内
閣
は
、
こ

の
よ
う
な
巨
額
の
軍
費
を
ど
こ
か
ら
工
面
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い

う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
人
民
の
血
税
を
搾
取
す
る
一
途

し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
の
納
税
者
は
主
と

し
て
中
小
農
民
階
暦
で
あ
っ
た
が
、
あ
た
か
も
農
業
恐
慌
の
影
響
を

受
け
た
か
れ
ら
は
、
み
ず
か
ら
の
生
活
さ
え
で
き
な
い
の
に
、
重
税

を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
フ
ェ
リ
ー

は
ブ
ラ
ソ
ス
社
会
の
根
本
問
題
を
重
視
し
な
い
で
、
ひ
た
す
ら
植
民

地
の
拡
大
に
狂
奔
し
た
。
か
れ
は
、
心
墨
を
占
領
す
る
に
は
、
軍
費

を
増
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
軍
費
を
増
加
す
る
に
は
、
税
金
を

徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
換
言
す
る
と
、
軍
費

の
徴
達
と
課
税
は
不
可
分
の
政
策
で
あ
っ
た
の
で
み
る
。
こ
の
点
が

人
罠
の
反
政
府
的
感
情
を
刺
激
し
て
、
後
に
フ
ェ
リ
ー
内
閣
が
倒
れ

る
主
要
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

一
八
八
四
年
十
二
月
十
四
日
の
『
東
京
横
浜
侮
日
新
聞
』
に
は
次
の
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よ
・
つ
な
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
て
い
る
。

仏
国
人
罠
中
聞
々
壷
掘
フ
ェ
リ
ー
氏
の
処
置
に
反
対
す
る
蒋
あ
る
由
は
か
ね

　
て
聞
く
聖
な
る
が
今
又
達
し
た
る
報
に
よ
れ
ば
土
穿
フ
ェ
リ
ー
氏
は
歳
ス
出

　
調
査
委
貴
の
前
に
於
て
目
今
の
状
勢
を
以
て
す
れ
ば
仏
国
に
於
て
租
税
の
増

加
す
る
は
決
し
て
避
く
可
ら
ざ
る
所
な
り
但
し
此
の
租
税
増
加
議
案
を
発
す

　
る
は
議
員
選
挙
の
後
ま
で
差
置
へ
ざ
る
可
ら
ず
云
々
と
演
述
し
た
り
と
の
報

　
一
般
人
罠
の
耳
に
達
し
た
る
時
左
な
ぎ
だ
に
不
平
を
い
だ
く
お
り
か
ら
な
ら

　
ぽ
之
が
為
め
に
人
民
を
し
て
非
常
の
憤
怒
を
生
ぜ
し
め
た
り
思
ふ
に
此
の
一

車
は
フ
ェ
リ
ー
氏
内
閣
の
運
命
に
幾
分
の
関
係
を
及
ぼ
す
な
ら
ん
又
フ
ェ
リ

　
i
氏
の
敷
策
に
し
て
人
民
の
不
満
を
惹
起
し
た
る
渚
鮮
か
ら
ざ
れ
ど
も
就
中

　
著
し
き
不
満
の
原
凶
は
氏
が
清
圏
及
東
京
に
対
す
る
政
策
と
日
耳
領
国
と
の

　
同
盟
な
り
と
い
う
。

　
フ
ェ
リ
ー
内
閣
に
反
対
す
る
人
び
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
農
民
階
麟
だ

け
で
な
く
、
労
働
階
腰
竜
マ
ル
ク
ス
主
義
派
の
指
導
の
下
に
反
政
府

運
動
を
展
開
し
た
。
そ
れ
以
外
に
最
も
注
臼
さ
れ
た
の
は
、
ク
レ
マ

ン
ソ
ー
（
O
一
〇
ゴ
P
O
一
ρ
O
O
ρ
燭
）
ら
の
急
進
共
和
主
義
派
で
あ
る
が
、
か
れ

ら
は
團
会
に
お
い
て
、
フ
ェ
リ
ー
が
一
部
の
金
融
資
本
家
の
利
益
を

守
る
た
め
、
社
会
問
題
の
解
決
を
わ
ざ
と
遷
延
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
、
は
げ
し
く
非
難
し
た
。
竜
と
も
と
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
は
第
三

共
和
時
代
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
璽
ア
ー
階
層
の
有
名
な
指
導
老
と
し
て

急
進
共
和
主
義
か
ら
出
発
し
、
ド
イ
ツ
に
対
す
る
報
復
を
と
な
え
、

植
罠
地
戦
争
に
対
す
る
反
対
を
強
力
に
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
状
態
で
、
民
間
か
ら
国
会
に
至
る
ま
で
す
べ
て
の
世
論
は
フ
ェ
リ

ー
を
非
難
し
、
南
南
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
軍
の
敗
北
が
伝
え
ら
れ
る

と
、
危
機
一
ば
つ
の
運
命
に
あ
っ
た
フ
ェ
リ
ー
内
閣
は
、
つ
い
に
崩

壊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
一
八
八
四
年
の
秋
が
ら
翌
年
の

春
に
か
け
て
は
、
フ
ェ
リ
ー
内
閣
に
と
っ
て
最
も
苦
し
い
時
期
で
あ

り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
か
れ
は
国
内
の
財
政
困
難
を

ま
ね
く
と
も
ア
ジ
ア
植
民
地
の
利
益
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
計
画
を

や
め
な
か
っ
た
。
植
民
地
政
策
を
徹
底
的
に
実
行
す
る
た
め
に
、
か

れ
は
で
き
る
だ
け
清
仏
戦
争
の
続
行
を
は
か
り
、
い
か
な
る
計
略
を

用
い
て
で
も
清
国
政
府
を
屈
服
さ
せ
、
そ
の
賠
償
金
を
得
て
、
フ
ラ

ン
ス
の
軍
事
費
の
損
失
を
補
な
お
う
と
考
え
、
一
方
、
極
東
に
澄
け

る
国
際
情
勢
の
矛
盾
を
利
用
し
て
、
な
ん
と
か
し
て
清
国
政
府
の
危

機
を
増
大
せ
し
め
、
清
国
の
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
譲
歩
を
軍
め
よ
う

と
考
え
て
い
た
。
当
時
、
　
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
フ
ェ
リ
ー
を
き
び
し
く
批

判
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
フ
ニ
リ
ー
は
パ
リ
・
コ
ソ
ミ
ェ
ン
の
最
も
い
や
し
い
首
切
人
の
中
で
の
最
も

　
無
恥
な
人
間
で
あ
り
、
ま
た
温
和
見
主
義
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
…
の
典
型
的
代
表
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で
も
あ
る
。
日
和
見
主
義
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
；
が
フ
ラ
ン
ス
を
支
配
し
よ
う
と

す
る
の
は
、
た
だ
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
そ
の
植
民
地
か
ら
．
膏
漁
を
し
ぼ
ろ
う
と

　
　
　
　
　
　
②

す
る
た
め
で
あ
る
。

フ
ェ
リ
ー
が
ど
の
よ
う
な
人
間
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
エ
ン

ゲ
ル
ス
の
書
に
よ
っ
て
十
分
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

①
鑑
坤
巳
ω
軍
器
負
。
ω
〉
凍
野
屋
も
。
ゆ
け
『
雪
σ
q
酵
①
ω
、
U
o
窪
ヨ
。
葺
ω
a
唱
ざ
ヨ
ー

　
暮
陣
ρ
仁
。
ω
’
〉
睦
既
器
。
。
負
①
〇
三
一
6
簿
α
β
↓
o
巳
身
ピ
一
〇
。
G
。
軒
｝
Q
。
Q
。
朝
翼
ρ

　
憲
ω
．
℃
9
。
汰
ψ
冨
○
。
㎝
．
明
治
十
七
年
十
二
月
一
日
『
東
京
日
日
新
聞
』
に

　
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
下
院
の
議
決
は
、
　
「
仏
麟
代
議
士
院
は
百
九
十
に
対

　
す
る
三
百
鴎
十
二
票
の
多
数
を
以
て
更
ら
に
千
六
百
万
フ
ラ
ン
の
支
出
案

　
を
可
決
し
又
三
十
五
に
対
す
る
三
酉
七
十
八
票
の
多
数
を
以
て
鋭
意
に
天

　
津
条
約
の
実
行
に
従
鰯
せ
し
む
べ
き
の
決
議
を
為
し
た
り
」
と
述
べ
て
い

　
る
。
そ
の
「
菖
九
十
扁
は
「
百
七
十
偏
の
誤
り
、
「
三
否
七
十
八
」
は
「
三

　
百
七
十
九
偏
の
誤
り
で
あ
る
。

②
　
　
『
マ
ル
ク
ス
　
・
　
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
繁
十
山
ハ
巻
｝
下

賠
償
金
問
題
を
め
ぐ
る
清
仏
の
交
渉

　
上
述
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
フ
ェ
リ
ー
内
閣
が
植
罠
地
政
策
を

強
化
し
て
、
財
政
上
き
わ
め
て
重
大
な
困
難
を
ま
ね
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
、
か
れ
は
こ
の
問
題
の
解
決
を
は
か
る
に
は
、
植
民
地
に
お

い
て
極
力
搾
取
を
行
う
以
外
に
、
自
国
の
損
失
を
補
う
道
は
な
い
と

考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
一
八
八
四
年
、
安
南
紛
糾
が
捲
き
起
し
た
清

仏
戦
争
か
ら
み
る
と
、
フ
ェ
リ
…
の
外
交
は
た
し
か
に
こ
の
方
針
に

従
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
満
仏
戦

争
以
前
に
お
い
て
も
フ
ラ
ン
ス
は
、
安
南
に
鉱
山
を
開
発
し
、
銀
行

を
設
立
し
て
経
済
搾
取
を
進
め
て
い
た
が
、
フ
ェ
リ
ー
内
閣
の
時
代

に
入
る
と
、
さ
ら
に
安
南
北
部
の
東
京
を
占
領
し
、
後
に
は
そ
れ
を

基
地
と
し
て
清
国
の
東
南
部
、
す
な
わ
ち
雲
南
、
広
西
、
貴
州
の
各

省
に
軍
事
行
動
を
推
進
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
計
画
は
、
あ
た
か
も
富
良
江
の
上
流
に
割
拠
す
る
劉
永
福
の
黒

旗
軍
に
妨
げ
ら
れ
、
つ
い
に
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
上

述
の
如
く
、
一
八
八
四
年
の
秋
に
至
る
ま
で
に
フ
ェ
リ
ー
は
、
安
南

問
題
に
約
七
、
○
○
○
万
フ
ラ
ン
の
巨
額
の
軍
費
を
消
費
し
た
に
竜

か
か
わ
ら
ず
、
ア
ジ
ア
植
民
地
戦
争
に
勝
利
を
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
か
え
っ
て
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
経
済
崩
壊
を
さ

ら
に
は
や
め
た
。
そ
こ
で
、
か
れ
は
フ
ラ
ン
ス
が
受
け
た
損
失
を
補

う
た
め
、
清
国
に
巨
額
の
賠
償
金
を
要
求
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え

た
。
し
た
が
っ
て
、
一
八
八
四
年
の
清
仏
両
国
間
の
交
渉
は
、
主
と

し
て
賠
償
金
問
題
で
あ
砂
、
ク
ー
ル
ベ
艦
隊
が
台
液
∵
福
建
な
ど
を

砲
撃
し
た
の
竜
、
武
力
で
清
国
政
府
を
脅
迫
し
、
臣
額
に
わ
た
る
賠

39　（359）



償
金
の
要
求
を
早
期
に
受
諾
さ
せ
よ
う
と
、
考
え
た
か
ら
に
す
ぎ
な

い
で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
清
里
に
対
す
る
賠
償
要
求
は
き
わ
め
て

苛
酷
で
あ
っ
た
。
　
一
八
八
四
年
七
月
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
バ
ト
ノ
ー
ト

ル
と
清
国
政
府
代
表
の
曾
国
釜
と
の
会
談
が
上
海
で
お
こ
な
わ
れ
た

際
、
バ
ト
ノ
ー
ト
ル
は
満
甲
国
．
は
山
踏
五
千
万
ラ
フ
ソ
の
賠
償
金
を
要

求
し
た
。
実
際
に
、
こ
の
額
は
フ
ラ
ン
ス
が
こ
の
戦
争
で
消
費
し
た

軍
費
を
お
よ
そ
三
倍
に
も
う
わ
ま
わ
る
屯
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

清
国
は
こ
れ
を
受
諾
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
ず
ア
メ
リ
カ

が
仲
裁
に
失
敗
す
る
と
、
続
い
て
満
国
海
関
税
務
総
監
督
英
人
ハ
ー

ト
（
湾
O
げ
O
吋
搾
　
釣
革
坐
骨
）
が
折
衷
案
を
提
出
し
た
。
そ
れ
は
、
賠
償
金
額

は
八
、
0
0
0
万
フ
ラ
ン
ま
で
減
少
し
、
十
年
に
分
け
て
毎
年
八
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

○
万
フ
ラ
ン
ず
つ
交
付
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
案
は
、

フ
ラ
ン
ス
が
清
仏
戦
争
で
消
費
し
た
軍
費
に
ち
ょ
う
ど
匹
敵
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
フ
ェ
リ
ー
は
清
国
政
府
が
こ
の
案
を
受
諾
す
る
こ
と

を
望
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
清
華
政
府
に
と
っ
て
は
八
、
○
○
○

万
フ
ラ
ン
も
依
然
と
し
て
多
す
ぎ
る
た
め
に
、
難
色
を
示
し
た
が
、

事
態
は
進
展
を
見
せ
、
最
後
的
決
定
を
く
だ
す
の
み
と
な
っ
た
。
バ

ト
ノ
ー
ト
ル
公
使
は
漕
愚
園
政
府
…
が
蝉
騒
期
に
こ
の
欝
杁
低
の
亜
目
求
額
を
受

諾
す
る
よ
う
迫
り
、
た
％
ち
に
軍
事
行
動
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
パ
リ
政
府
に
建
議
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
フ
ェ
リ
ー
の

音
心
｛
凹
を
4
ん
て
、
　
ク
ー
ル
ベ
隠
野
望
を
清
四
闘
岡
岬
｛
岡
沿
海
に
山
山
鋤
例
さ
せ
、
　
翰
墨

隆
お
よ
び
そ
の
炭
鉱
地
帯
を
奪
取
し
、
燃
料
補
給
基
地
に
す
る
こ
と

を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
戦
争
開
始
後
、
ク
ー
ル
ベ
は

基
隆
を
占
領
し
た
が
、
こ
の
地
を
固
守
で
き
ず
、
ま
た
予
州
造
船
所

と
南
洋
艦
隊
を
破
壌
し
た
が
、
艦
隊
を
率
い
て
旅
順
・
大
連
を
攻
め

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
軍
事
上
の
進
展
が
こ
の
よ
う
に
不
利
に

な
る
と
、
フ
ェ
リ
ー
内
閣
は
ほ
と
ん
ど
武
力
で
清
国
を
屈
服
さ
せ
る

自
信
を
失
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
角
度
か
ら
み
る
と
、
欧

米
先
進
資
本
主
義
国
家
は
清
仏
両
国
の
戦
火
の
拡
大
を
望
ま
ず
、
か

れ
ら
の
商
業
発
展
を
妨
げ
な
い
た
め
に
、
上
海
な
ど
の
大
都
市
が
戦

場
と
な
ら
な
い
よ
う
一
致
し
て
要
求
し
た
。
と
り
わ
け
、
も
と
か
ら

フ
ラ
ン
ス
に
う
ら
み
を
抱
く
ド
イ
ツ
で
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
（
霊
。
。
日
㌣

目
畠
）
が
フ
ラ
ン
ス
に
抗
議
し
．
、
　
ク
L
ル
ベ
の
軍
事
行
動
が
清
国
内

に
お
け
る
ド
イ
ツ
人
の
安
全
に
脅
威
を
与
え
ぬ
よ
う
申
し
入
れ
た
。

そ
の
た
め
に
、
フ
ェ
リ
弓
は
ク
ー
ル
ベ
が
清
国
攻
撃
を
お
こ
な
う
時
、

欧
米
商
人
の
生
命
財
産
を
尊
重
す
る
よ
う
調
令
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。
ク
ー
ル
ベ
は
こ
の
よ
う
な
制
限
の
竜
と
に
、
台
湾
海
峡
を
封
鎖

し
た
の
で
、
欧
米
商
人
が
た
だ
利
益
を
獲
得
す
る
目
的
の
た
め
に
清
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国
に
か
わ
っ
て
軍
需
品
を
運
送
し
て
、
台
湾
の
劉
銘
伝
軍
を
援
助
す

る
こ
と
を
、
ま
っ
た
く
阻
止
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
最
初
、
フ

ェ
リ
ー
は
武
力
を
行
使
す
れ
ば
清
国
は
賠
償
要
求
を
受
諾
す
る
と
考

え
て
い
た
が
、
情
勢
は
と
ん
で
も
な
い
方
向
に
進
ん
で
し
ま
っ
た
。

こ
の
不
利
な
黒
黒
を
打
解
す
る
た
め
に
、
か
れ
は
バ
ト
ノ
ー
ト
ル
に
、

ク
ー
ル
ベ
艦
隊
の
武
力
を
集
中
し
て
基
隆
お
よ
び
そ
の
炭
鉱
地
帯
を

占
領
さ
せ
、
こ
う
し
て
え
る
基
隆
港
の
関
税
、
営
業
税
お
よ
び
鉱
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

利
益
を
ば
清
圏
の
賠
償
金
に
匹
敵
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
植
民
地
主
義

者
の
そ
ろ
ば
ん
勘
定
は
、
い
つ
も
お
の
れ
が
損
を
し
な
い
で
他
人
の

利
益
を
し
ぼ
り
と
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
清
仏
戦
争
の
根
本
的
な

性
格
は
、
フ
ェ
リ
ー
が
ア
ジ
ア
植
民
地
戦
争
に
お
い
て
巨
利
を
博
そ

う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
が
し
、
台
湾
淡
水
港
に
上
陸
し
た
ク
ー

ル
ベ
艦
隊
の
陸
戦
隊
は
、
劉
銘
伝
軍
の
審
議
な
反
撃
を
受
け
た
た
め

③に
、
フ
ラ
ン
ス
軍
に
よ
る
基
隆
の
長
期
占
領
に
動
揺
を
与
え
た
。
そ

こ
で
、
フ
ェ
リ
ー
は
十
月
十
一
日
バ
ト
ノ
ー
ト
ル
に
あ
て
た
電
報
で
、

フ
ラ
ン
ス
政
府
が
溝
国
と
再
び
和
平
交
渉
を
開
く
用
虚
心
の
あ
る
こ
と

を
、
李
章
章
に
伝
え
る
よ
う
訓
令
し
た
。
そ
の
条
件
は
、
す
な
わ
ち

フ
ラ
ン
ス
は
賠
償
亜
外
泊
を
全
面
的
に
捨
て
、
た
だ
四
一
［
国
政
府
は
甚
｛
隆
鴎

・
淡
水
両
港
の
関
税
お
よ
び
鉱
山
地
帯
の
み
を
フ
ラ
ン
ス
に
若
干
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

譲
渡
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
会
内
で

は
、
淡
水
の
失
敗
に
対
す
る
論
争
が
起
り
、
下
院
は
フ
ェ
リ
ー
の
失

政
を
非
難
し
、
か
れ
の
内
閣
の
崩
壊
の
危
機
は
増
大
し
え
。
十
月
十

一
日
李
鴻
章
に
向
か
っ
て
提
出
し
た
和
平
提
案
に
対
し
、
李
は
す
み

や
か
に
返
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
　
こ
の
問
題
の
早
期
終

結
を
は
か
る
フ
ェ
リ
ー
は
、
　
ロ
ソ
ド
ソ
駐
在
公
使
ワ
デ
イ
ソ
ト
ソ

（／

ヴ
b
O
ぎ
σ
q
骨
9
μ
）
に
命
じ
、
イ
ギ
リ
ス
外
相
グ
ラ
ソ
ヴ
ィ
ル
　
（
い
。
乙

○
養
⇒
く
竃
。
）
が
表
立
っ
て
調
停
に
あ
た
る
よ
う
要
請
さ
せ
た
。
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
ル
は
こ
の
度
フ
ラ
ン
ス
が
提
出
し
た
和
平
提
案
は
、
イ
ギ
リ

ス
内
閣
の
基
本
意
見
と
で
致
し
て
い
る
こ
と
を
了
解
し
、
フ
エ
リ
！

に
協
力
し
よ
う
と
し
て
、
北
京
駐
在
パ
ク
ス
（
顕
玉
章
Q
。
■
℃
貧
ぎ
ω
）
公

使
に
清
国
政
府
の
意
向
を
探
る
よ
う
電
報
で
訓
令
し
た
。
こ
う
し
て

パ
ク
ス
は
ハ
ー
ト
を
通
じ
て
本
＋
鴻
漁
県
が
な
る
。
へ
く
フ
ェ
リ
ー
の
提
案

を
受
け
入
れ
る
よ
う
勧
告
し
た
。
李
は
こ
れ
に
賛
成
の
意
を
表
し
た

け
れ
ど
、
漕
国
政
府
内
の
主
戦
派
官
僚
た
ち
は
、
こ
の
提
案
が
和
平

交
渉
の
充
分
な
基
礎
で
は
な
い
と
い
い
、
ま
た
、
淡
水
の
勝
利
に
よ

っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
武
力
が
必
ず
し
も
恐
る
に
足
る
も
の
で
な
い
と
の

印
象
を
受
け
で
い
た
。
そ
こ
で
濤
国
政
府
は
十
一
月
初
旬
フ
ェ
リ
ー

の
提
案
を
拒
絶
し
、
一
方
始
和
洋
行
（
竹
冠
ぎ
P
諸
曽
臨
、
。
ω
彦
露
○
ρ
）
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よ
り
三
、
五
〇
〇
万
ラ
フ
ソ
を
借
り
受
け
軍
費
を
充
実
さ
せ
、
ド
イ

ツ
人
の
砲
手
・
技
師
を
竜
招
聴
し
て
北
洋
艦
隊
を
指
揮
さ
せ
、
台
湾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

海
峡
封
鎖
線
を
突
破
し
よ
う
と
し
た
。
調
停
に
失
望
し
た
グ
ラ
ソ
ヴ

ィ
ル
は
、
清
国
主
戦
派
の
態
度
が
こ
の
よ
う
に
強
硬
な
の
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
援
軍
が
ニ
ケ
月
以
内
に
極
東
に
派
遣
さ
れ
る
み
こ
み
も
な
く
、

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
国
会
内
の
左
派
が
フ
ェ
リ
ー
の
植
民
地
政
策
に
必

ず
し
・
も
同
意
し
な
い
た
め
に
、
清
国
が
フ
ラ
ン
ス
を
疲
労
さ
せ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
し
て
遷
延
策
を
と
っ
て
い
る
の
だ
と
、
フ
エ
リ
！
に
表
明
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
調
停
が
失
敗
し
た
後
、
フ
ェ
リ
ー
は
国
会
に
お
い
て
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ー
議
員
と
結
托
し
て
右
派
勢
力
を
強
め
、
左
派
議
員
の
反

対
を
お
さ
え
た
。
十
一
月
二
十
八
日
フ
ラ
ン
ス
国
会
で
は
東
征
軍
費

支
出
案
が
通
過
し
た
が
、
実
際
は
こ
れ
は
強
行
採
決
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
議
案
の
通
過
は
、
さ
ら
に
ア
ジ
ア
国
際
情
勢
の
悪
化

を
助
成
し
、
直
接
、
問
接
の
影
響
は
臼
本
や
朝
鮮
に
ま
で
お
よ
び
、

こ
墾
の
嬰
を
動
讐
せ
た
・
フ
ラ
ン
ス
国
会
は
巨
額
の
軍
費
を

　
麟
通
渦
燃
さ
せ
た
に
屯
か
か
わ
ら
ず
、
征
清
戦
争
に
お
い
て
た
だ
ち
に
大

き
な
成
果
を
生
み
だ
す
は
ず
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
が

そ
の
戦
略
上
に
大
き
な
過
ち
を
犯
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
屯
と
も

と
、
資
本
主
義
国
家
が
清
国
を
征
服
す
る
や
り
方
は
、
ほ
と
ん
ど
が

軍
艦
を
派
遣
し
て
、
迎
接
に
大
息
口
や
天
津
を
玖
め
、
愛
親
覚
羅
統

治
階
級
に
脅
威
を
与
え
て
、
か
れ
ら
を
屈
服
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、

今
次
の
フ
ラ
ン
ス
の
清
国
征
討
は
、
清
国
の
西
南
辺
境
に
あ
た
る
安

南
北
部
よ
り
進
攻
を
開
始
し
、
そ
の
後
戦
場
が
台
湾
海
峡
に
ま
で
拡

大
す
る
と
、
北
上
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ク
ー
ル
ベ
は
こ
の

過
ち
に
気
づ
い
て
い
た
が
、
み
ず
か
ら
指
揮
す
る
艦
隊
が
す
で
に
台

湾
で
憂
事
伝
軍
に
よ
っ
て
牽
制
さ
れ
て
い
る
現
在
、
兵
力
を
分
け
て

北
上
し
威
海
衛
な
ど
を
攻
繋
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
し
か
も
、
パ
リ

政
府
に
提
出
し
た
援
軍
派
遣
の
要
求
は
圃
会
に
拒
絶
さ
れ
た
の
で
、

ク
ー
ル
ベ
は
非
常
な
困
難
に
直
面
し
た
こ
と
を
痛
感
し
て
い
た
。
ま

た
、
清
国
側
か
ら
み
る
と
、
当
時
、
以
下
の
よ
う
な
有
利
な
条
件
が

生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
、
季
節
は
す
で
に
厳
寒

の
冬
に
入
り
、
北
方
は
気
候
的
に
悪
化
し
て
い
た
。
二
、
清
国
政
府

は
七
月
よ
り
北
直
隷
に
お
い
て
充
分
な
糧
食
・
兵
器
を
蓄
え
、
ま
た

北
洋
艦
隊
の
指
揮
と
軍
隊
の
謂
練
を
外
人
将
校
に
委
託
し
て
い
た
。

三
、
李
短
章
は
朝
鮮
駐
在
の
呉
長
慶
が
率
い
る
潅
軍
の
半
ば
を
金
州

に
移
動
さ
せ
て
、
大
連
・
旅
心
の
防
備
は
す
で
に
相
当
の
準
備
が
整

っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ク
ー
ル
ベ
は
暫
く
兵
力
を
集
中
し
て
ひ

き
つ
づ
き
基
隆
を
占
領
し
、
適
当
な
時
機
、
す
な
わ
ち
翌
年
の
四
月
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を
待
っ
て
、
北
方
封
鎖
に
着
手
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
征
漕
戦
争

の
進
行
は
思
っ
た
よ
う
に
順
調
で
な
く
、
し
か
屯
、
戦
争
が
長
び
く

に
喫
て
フ
ー
フ
ソ
ス
の
財
政
は
い
よ
い
歯
窮
し
、
内
閣
の
危
機
は

ま
す
ま
す
増
大
し
た
。
国
会
は
軍
費
支
出
案
を
通
過
さ
せ
た
が
、
こ

の
臣
額
の
資
金
を
ど
こ
か
ら
工
超
す
る
か
が
問
題
に
な
っ
た
。
要
す

る
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
税
金
を
重
く
す
る
以
外
に
、
方
法
が
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
税
金
を
酷
重
に
す
る
な
ら
、
ど
う
し

て
電
パ
リ
市
民
の
フ
ェ
リ
ー
に
対
す
る
不
評
を
ま
ね
く
し
、
ま
た
、

も
し
税
金
を
酷
重
に
し
な
い
な
ら
、
楠
民
地
戦
争
は
遂
行
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
こ
の
引
ぐ
に
引
か
れ
ず
、
進
む
に
進
ま
れ
な
い
と
い

う
状
況
の
も
と
に
あ
っ
て
、
フ
ェ
リ
ー
は
全
力
を
尽
し
て
み
ず
か
ら

に
有
利
と
な
る
機
会
を
つ
か
み
、
日
本
自
由
党
お
よ
び
明
治
政
府
を

利
用
し
よ
う
と
し
た
。
て
の
微
妙
な
秘
密
外
交
は
た
し
か
に
深
い
意

義
を
も
つ
て
い
る
と
、
私
は
考
え
る
。

①
　
～
八
八
四
年
八
月
三
寸
フ
ェ
リ
ー
の
バ
ト
ノ
ー
ト
ル
公
使
あ
て
の
電
報

　
に
よ
る
と
、
二
億
乃
至
工
億
五
千
万
フ
ラ
ン
の
要
求
は
漕
国
政
府
が
受
け

　
入
れ
そ
う
も
な
い
の
で
、
賠
償
額
を
五
チ
万
フ
ラ
ン
ま
で
に
減
少
す
る
、

　
と
い
う
。
　
ハ
ー
ト
は
八
千
万
フ
ラ
ン
の
折
衷
案
を
提
出
し
た
際
、
フ
ラ
ン

　
ス
政
府
に
は
た
し
て
五
千
万
フ
ラ
ン
の
要
求
を
受
け
入
れ
る
意
が
あ
る
か

　
ど
う
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
後
に
、
パ
ジ
か
ら
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
と

　
つ
た
ハ
ー
ト
は
、
フ
ラ
ン
ス
側
が
五
千
万
フ
ラ
ン
な
ら
満
足
で
あ
る
こ
と

　
を
知
り
、
清
仏
交
渉
が
早
期
終
結
す
る
よ
う
し
む
け
、
と
く
に
バ
ト
ノ
ー

　
ト
ル
が
八
千
万
フ
ラ
ン
を
五
千
万
に
減
少
し
う
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
。

　
バ
ト
ノ
ー
ト
ル
は
、
最
初
．
に
こ
の
賠
償
額
を
提
崩
し
た
な
ら
、
あ
る
い
は

　
受
諾
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
で
は
す
で
に
お
そ
す
ぎ
る
、
フ
ラ
ン
ス

　
側
は
ぜ
ひ
と
も
八
千
万
フ
ラ
ン
の
額
を
保
持
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
返
離

　
し
た
。
し
か
し
、
同
年
八
月
十
臼
フ
ェ
リ
ー
は
、
ま
た
バ
ト
ノ
ー
ト
ル
あ

　
て
の
電
報
で
、
八
チ
万
フ
ラ
ン
を
十
年
間
に
分
割
し
て
支
払
う
こ
と
と
、

　
五
千
万
フ
ラ
ン
を
二
、
三
年
に
分
割
し
て
支
払
う
こ
と
と
は
、
利
息
を
計

　
算
に
入
れ
る
と
、
砥
ぼ
変
り
は
な
い
、
両
者
、
の
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
は
満
岡

　
の
自
由
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

②
　
一
八
八
四
年
十
月
三
十
一
員
ハ
ー
ト
は
キ
ャ
ン
ベ
ル
　
（
｝
9
ヨ
雷
O
ρ
辛

　
o
舘
μ
Ω
峯
ヨ
℃
げ
Φ
＝
）
あ
て
の
霞
翰
の
申
で
、
台
湾
に
お
け
る
毎
月
の
関

　
税
収
入
は
約
五
万
銀
鼠
で
あ
る
、
と
い
う
。

③
　
淡
水
は
基
隆
か
ら
非
常
に
近
く
、
こ
の
二
港
は
当
蒔
台
湾
の
二
つ
の
重

　
要
な
貿
易
港
で
あ
っ
た
。
フ
ニ
リ
ー
の
計
画
に
よ
る
と
、
清
岡
政
府
が
フ

　
ラ
ン
ス
の
賠
償
額
に
応
じ
な
い
場
合
、
フ
ラ
ン
ス
軍
は
、
た
だ
ち
に
基
隆

　
お
よ
び
淡
水
を
占
領
し
、
こ
の
二
港
に
お
け
る
関
税
収
入
を
満
圏
の
四
仏

　
賠
償
に
あ
て
よ
う
と
し
て
い
た
。
当
時
、
ク
ー
ル
ベ
ほ
基
隆
を
よ
う
や
く

　
占
領
し
た
が
、
淡
水
は
ま
だ
一
八
銘
伝
軍
の
手
中
に
あ
り
、
　
一
八
八
四
年
十

　
月
初
旬
フ
ラ
ン
ス
軍
が
淡
一
水
に
…
進
撃
し
だ
際
皿
に
は
、
惨
敗
を
塵
く
し
た
。
ク

　
ー
ル
ペ
の
バ
ト
ノ
ー
ト
ル
公
使
あ
て
報
止
口
に
よ
れ
ば
、
死
者
六
名
、
行
方

　
不
明
者
十
一
人
、
負
傷
考
四
十
八
名
、
う
ち
将
校
難
名
、
と
い
っ
て
い
る
。

　
こ
の
蒔
，
の
失
所
敗
は
、
フ
ェ
リ
ー
に
と
っ
て
予
甜
想
外
の
出
来
菓
で
あ
っ
た
ば
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か
り
で
な
く
、
ク
ー
ル
ベ
も
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
な
ん
ら
か
の
方
法
を
講

　
じ
な
け
れ
ば
、
清
圏
征
服
が
で
き
な
い
こ
と
を
痛
感
し
て
い
た
。

④
　
ン
出
巴
。
。
3
お
曾
ω
諺
恥
鉱
器
ω
仙
け
影
昌
α
Q
酵
⑦
ω
、
U
O
o
¢
き
Φ
艮
。
。
鳥
首
δ
護
マ

　
舞
ぢ
器
白
。
．
〉
頃
巴
お
ω
9
Ω
眩
三
二
9
同
g
鶯
ジ
回
。
。
。
。
腿
ム
。
。
。
。
9
翼
ρ

　
固
目
O
　
や
ρ
ユ
ω
円
Q
Q
Q
Q
伊

　
　
瑠

⑤
拙
稿
門
清
仏
戦
争
期
に
お
け
る
日
本
の
将
韓
政
策
偏
、
『
史
林
』
一
九
六

　
〇
年
第
三
号
コ
鴻
七
頁

⑥
岡
④
裳
ρ
ば
G
。
．

N
　
フ
ェ
リ
ー
内
閣
と
日
本

　
清
仏
戦
争
の
導
火
線
は
、
封
建
的
な
溝
国
が
辺
彊
国
家
に
対
し
て

主
張
す
る
宗
主
権
の
問
題
で
あ
っ
た
。
当
時
、
安
南
・
朝
…
鮮
は
と
も

に
清
国
の
朝
貢
国
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
が
灘
南
に
お
け
る
迎
撃

の
宗
主
権
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
も
朝
鮮
に

お
け
る
清
国
の
宗
主
権
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
た
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
溝
仏
戦
争
が
ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢
に
も
た
ら
し
た
連
鎖
反

応
は
必
然
の
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
。
以
前
に
私
は
、
資
料
不
足
の

た
め
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
十
分
に
詳
し
く
研
究
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
今
、
新
た
に
入
手
し
た
資
料
を
も
と
に
研
究
を
つ
づ

け
、
そ
の
歴
史
的
真
実
を
探
究
し
た
い
と
思
う
。
こ
こ
で
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
八
八
四
年
の
日
本
国
内
に
お
け
る
政
治

上
の
二
つ
の
陣
営
、
一
つ
は
天
皇
・
官
僚
を
中
心
と
す
る
絶
対
主
義

｛陣

u
一
！
1
明
治
政
府
、
一
つ
は
農
民
・
労
働
淘
着
．
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ

を
中
心
と
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ー
民
・
王
主
義
革
命
陣
営
i
自
由
党
で

あ
る
。
以
下
に
若
干
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

　
一
、
こ
の
二
つ
の
陣
営
は
潅
仏
戦
争
に
対
し
て
い
か
な
る
態
度
を
採

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
逆
に
、
清
仏
戦
争
は
こ
の
両
陣
営
に
対
し
て
い

か
な
る
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
二
、
板
垣
退
助
・
後
藤
象
二

郎
ら
は
、
な
ぜ
フ
ラ
．
ソ
ス
に
援
助
を
求
め
て
朝
鮮
で
紛
糾
を
惹
起
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
は
な
ぜ
そ
の

要
望
を
た
だ
ち
に
受
諾
し
よ
う
と
は
せ
ず
、
し
か
も
、
板
垣
・
後
藤

ら
を
全
然
失
望
さ
せ
な
い
態
度
を
採
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
二
、
後

に
、
板
垣
・
後
藤
ら
ば
な
ぜ
最
初
の
計
画
を
変
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
、
甲
申
事
変
は
な
ぜ
突
然
勃
発
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
事
変
の
後

で
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
（
轡
ン
あ
冨
第
蓬
髪
。
N
）
公
使
は
後
藤
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
た
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ

ば
、
わ
れ
わ
れ
は
清
仏
戦
争
時
に
お
け
る
折
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
関
係

．
に
深
い
認
識
を
・
も
っ
こ
と
が
で
き
な
い
で
．
あ
ろ
う
、
　
と
考
え
る
。

今
、
上
述
の
問
題
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
項
を
分
っ
て
検
討
す
る
こ
と

に
す
る
。
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フt’り一内閣と臼本（彰）

　
　
　
　
A
　
戦
争
の
影
饗

　
ま
ず
、
当
時
の
自
由
党
と
明
治
政
府
の
国
際
観
お
よ
び
清
仏
戦
争

の
こ
れ
ら
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
よ
う
。
周
知
の
よ

う
に
、
自
由
党
の
ブ
ル
ジ
翼
ア
ー
民
主
主
義
革
命
は
、
元
来
二
つ
の

性
格
を
も
つ
て
い
る
。
一
つ
は
対
内
的
、
す
な
わ
ち
天
賦
人
権
説
に

も
と
づ
き
、
人
民
の
自
由
権
獲
得
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
つ

は
対
外
的
、
す
な
わ
ち
帝
国
主
義
が
ア
ジ
ア
に
対
し
て
加
え
る
圧
迫

か
ら
脱
す
る
た
め
に
、
国
家
主
義
を
唱
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
、

つ
の
性
格
は
一
八
八
四
年
に
最
高
潮
に
達
し
た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
時
、
実
際
に
民
権
運
動
は
、
分
裂
の
危
…
機
に
直
面
し
て
お

り
、
自
由
党
の
上
層
指
導
者
た
ち
は
急
進
的
な
国
内
革
命
運
動
を
推

進
し
よ
う
と
は
せ
ず
、
革
命
目
標
を
朝
鮮
に
転
署
し
よ
う
と
考
え
た
。

一
方
、
自
由
党
の
下
層
幹
部
は
、
国
内
に
頻
繁
に
起
っ
て
い
た
革
命
、

た
と
え
ば
加
波
山
事
件
な
ど
の
よ
う
な
反
政
府
武
力
闘
争
を
顧
み
る

だ
け
で
、
朝
鮮
問
題
に
対
し
て
は
全
然
無
関
心
で
あ
る
か
の
よ
う
に

み
え
た
。

　
当
時
の
国
際
情
勢
に
対
す
る
自
由
党
の
態
度
は
、
『
自
由
新
聞
』

の
社
説
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ク
ー
ル
ベ
が
台
湾
の
基
隆

を
砲
撃
し
た
後
の
八
月
十
三
日
『
自
由
新
聞
』
は
、
「
内
外
ノ
緩
急
」

と
題
し
て
、
対
内
的
に
は
、
民
主
政
治
と
社
会
安
定
を
主
張
し
、
対

外
的
に
は
、
ア
ジ
ア
国
際
情
勢
の
危
急
を
痛
感
し
て
、
列
強
に
対
抗

す
る
べ
く
、
国
勢
の
発
揚
を
主
張
し
た
。
二
十
八
日
に
は
、
　
「
掲
為

レ
ゾ
其
レ
仏
国
ヲ
餐
ム
ル
ヤ
」
と
題
し
て
、
満
国
に
同
情
し
て
フ
ラ

ン
ス
を
非
難
す
る
一
般
新
聞
の
偏
見
に
反
駁
を
加
え
、
ク
：
ル
ベ
の

台
湾
基
隆
砲
撃
は
、
情
勢
緊
迫
上
や
む
な
く
お
こ
な
っ
た
行
動
で
あ

り
、
フ
ラ
ン
ス
が
國
際
公
法
に
違
反
し
、
布
皆
な
し
に
宣
戦
し
た
わ

け
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
日
清
両
国
は
、
同
種
同
文
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
友
好
的
に
共
存
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
フ
ラ
ン

ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
最
富
強
国
家
で
あ
り
、
も
し
日
本
が
フ
ラ

ン
ス
と
疎
遠
に
な
れ
ば
、
将
来
、
あ
る
い
は
日
本
に
と
っ
て
不
利
に

な
る
か
屯
し
れ
ぬ
。
九
月
初
め
に
相
つ
い
で
唱
え
ら
れ
た
局
外
中
立

論
は
、
い
か
な
る
軍
需
品
も
清
仏
両
国
に
売
却
す
べ
き
な
い
、
日
本

は
公
正
中
立
の
態
度
を
厳
守
す
べ
き
だ
な
ど
と
主
張
し
た
。
こ
れ
ら

の
社
説
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
自
由
党
は
、
日
仏
提
携
の
主
張
を
全
然

表
明
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
板
垣
・
後

藤
ら
と
フ
ラ
ン
ス
公
使
と
の
会
談
は
、
あ
き
ら
か
に
板
垣
・
後
藤
お

よ
び
小
林
（
樟
雄
）
ら
数
名
の
党
指
導
者
が
中
心
と
な
っ
て
お
こ
な

っ
た
ト
リ
ッ
、
ク
で
あ
っ
て
、
自
由
党
内
の
中
下
層
幹
部
は
、
こ
の
会
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談
に
つ
い
て
全
然
知
ら
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
板
垣
・
後

藤
…
ら
と
フ
ラ
ン
ス
公
使
と
の
会
談
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
以
下

の
三
点
を
注
音
馴
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
一
、
板
壇
・
後
藤
ら

は
、
安
南
の
宗
主
権
問
題
の
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
が
清
国
に
対
し
て
武

力
攻
撃
を
お
こ
な
っ
た
も
の
と
考
え
、
B
本
自
由
党
は
、
清
国
の
朝

鮮
支
配
勢
力
を
一
掃
し
ょ
う
と
し
て
、
こ
れ
を
機
会
に
自
由
の
祖
国

ブ
ラ
ソ
ス
の
援
助
の
竜
と
で
朝
鮮
に
嵐
主
独
立
を
与
え
よ
う
と
は
か

る
こ
と
。
二
、
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
公
使
が
か
れ
ら
の
会
談
の
秘
密
を
守

り
明
治
政
府
に
こ
れ
を
漏
洩
し
な
い
こ
と
を
望
ん
で
い
る
こ
と
。
三
、

板
垣
は
、
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
公
使
に
対
し
て
、
後
藤
を
朝
鮮
問
題
の
専

門
家
と
し
て
推
薦
し
た
の
で
、
そ
の
後
に
お
け
る
自
由
党
の
儒
仏
工

作
は
、
か
れ
一
人
の
双
肩
に
か
か
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
れ
は
資
金

獲
得
の
た
め
、
朝
鮮
の
鉱
山
権
益
を
フ
ラ
ン
ス
に
譲
渡
し
よ
う
と
す

る
こ
と
（
『
歴
史
学
研
究
』
二
六
五
号
所
載
の
拙
稿
「
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
．

自
由
党
と
フ
ラ
ン
ス
」
に
よ
る
）
。
上
述
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
自
由

党
の
中
で
清
仏
戦
争
の
最
も
深
い
影
響
を
受
け
た
の
は
、
党
内
少
数

指
導
者
た
ち
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
こ
の
機
会
に
乗
じ
て
朝
鮮
に
い
わ

ゆ
る
自
主
独
立
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
、
明
治
政
府
の
構
仏
戦
争
に
対
す
る
態
度
は
ど
う
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
『
東
京
日
β
新
聞
』
お
よ
び
『
B
本
外
交
文

書
』
の
記
事
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
元
来
、
雲
南
問
題
は

ヨ
宗
主
権
」
論
争
よ
り
生
じ
た
。
明
治
政
府
は
清
仏
両
国
間
に
紛
糾

が
始
ま
る
と
、
た
だ
ち
に
こ
の
問
題
に
重
大
な
関
心
を
寄
せ
た
。
当

時
．
の
『
東
京
日
日
新
聞
』
は
政
府
の
御
用
新
聞
で
あ
り
、
そ
の
言
論

は
、
政
府
の
政
策
を
代
饗
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
を
薫
じ
て

政
府
の
態
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
一
八
八
三
年
一
月
よ
り
翌
年
八
月
に
か
け
て
の
間
、
　
『
東
京
日
日

新
聞
』
は
安
南
問
題
に
関
す
る
約
四
十
余
篇
の
社
説
を
発
表
し
た
。

そ
の
中
で
、
あ
る
時
は
ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢
の
悪
化
を
憂
慮
し
て
、

濤
国
に
同
情
を
寄
せ
、
あ
る
時
は
清
国
政
府
を
強
引
で
無
能
だ
と
し

て
、
逆
に
フ
ラ
ン
ス
に
同
調
的
な
態
度
を
と
り
、
ま
た
、
時
に
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
主
張
し
た
中
立
を
表
明
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
安
南

問
題
に
対
す
る
態
度
は
き
わ
め
て
不
安
定
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ク

ー
ル
ベ
の
基
隆
砲
繋
以
後
、
自
由
党
解
党
時
ま
で
の
社
説
は
、
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
浩
仏
戦
争
問
題
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
八
月
二
十
九
日
に
は
、
　
「
局
外
中
立
」
と
題
し
て
中
立
の

必
要
を
強
調
し
、
十
月
十
六
日
に
は
、
　
「
清
仏
ノ
勝
敗
」
と
題
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
軍
の
勇
敢
さ
を
誇
張
す
る
と
と
電
に
、
ま
た
一
方
で
は
、
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今
日
一
一
テ
ハ
清
仏
ノ
戦
争
ハ
東
京
地
方
卜
溶
国
地
方
ト
ノ
澗
処
二
選
リ
テ
互

　
二
最
勝
…
敗
ア
ル
ヲ
見
レ
バ
急
二
其
局
ヲ
結
ブ
ベ
シ
ト
モ
思
ハ
レ
ズ
而
…
シ
テ
現
状

　
二
於
テ
ハ
仏
軍
ハ
連
捷
ノ
勢
ア
ル
ニ
係
ラ
ズ
東
京
二
於
テ
モ
清
国
二
於
テ
モ

廿
バ
ノ
陸
…
丘
ハ
ノ
寡
丘
ハ
ナ
ル
ニ
苦
シ
ム
コ
ト
争
フ
可
カ
ラ
ザ
ル
ノ
虎
穴
ア
ル
ガ
加
皿
シ

今
日
ニ
シ
テ
仏
國
ヨ
リ
大
二
陸
軍
数
万
ヲ
発
シ
テ
戦
列
赴
カ
シ
メ
バ
早
ク
勝

運
ヲ
一
挙
二
定
ム
ル
ノ
望
ア
ル
ベ
キ
モ
之
ヲ
躍
踏
シ
テ
其
機
ヲ
失
バ
バ
三
一

徒
二
兵
ヲ
外
二
労
シ
テ
終
二
其
功
ヲ
収
メ
ザ
ル
ノ
慮
ナ
キ
国
葬
ザ
ル
ベ
シ
仏

国
内
閣
ハ
果
シ
テ
暗
紅
ヲ
速
決
シ
テ
大
二
断
行
ス
ル
所
ア
ル
乎

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
社
説
に
よ
る
と
、
当
時
の
明
治
政
府
の

清
仏
戦
争
に
対
す
る
態
度
は
、
次
の
如
く
要
約
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、

消
極
的
面
か
ら
み
れ
ば
、
中
立
堅
持
を
主
張
し
、
積
極
的
面
か
ら
み

れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
対
清
戦
争
の
拡
大
を
望
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

『
東
京
臼
日
新
聞
』
の
み
に
よ
っ
て
推
断
を
く
だ
す
こ
と
は
、
不
充

分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
さ
ら
に
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
『
陰

本
外
交
文
書
』
の
記
事
を
と
り
あ
げ
て
み
ょ
う
。

　
一
八
八
三
年
の
安
南
問
題
は
、
『
日
本
外
交
文
書
』
第
十
六
巻
に

明
確
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
榎
本
公
使
お
よ
び
品
川
総

領
事
が
井
上
外
務
卿
お
よ
び
吉
田
外
務
大
輔
に
あ
て
た
書
翰
の
中
に

は
、
　
「
日
清
関
係
不
穏
身
魂
仏
連
衡
説
等
問
題
の
件
」
に
関
す
る
前

後
七
回
に
お
よ
ぶ
報
告
が
あ
る
。
こ
れ
を
要
約
す
る
と
、
か
れ
ら
は
、

李
鴻
章
の
憂
慮
し
た
日
仏
同
盟
は
浩
国
当
局
の
描
い
た
幻
影
に
す
ぎ

ぬ
、
　
と
い
い
、
　
ま
た
ニ
カ
、
清
国
駐
在
フ
ラ
ン
ス
公
使
ブ
ー
レ
エ

（
司
■
　
》
・
　
じ
づ
O
β
穏
σ
O
）
ら
は
、
必
要
な
時
に
は
B
本
が
フ
ラ
ン
ス
と
協
力

し
て
共
同
で
清
国
に
対
抗
す
る
よ
う
希
望
し
て
い
る
、
と
い
っ
て
い

①る
。
と
り
わ
け
、
フ
ラ
ン
ス
駐
在
代
理
公
使
光
妙
寺
三
郎
が
四
月
二

十
日
井
上
外
務
卿
に
あ
て
た
書
翰
に
は
、

ト
リ
ク
…
氏
ハ
閣
下
荷
等
ノ
話
イ
タ
シ
候
哉
万
一
策
西
盛
協
周
ノ
説
ヲ
唱

候
ハ
・
恐
ラ
ク
ハ
是
レ
氏
ノ
一
己
ノ
払
脚
ナ
ル
可
ク

と
い
っ
て
い
る
。
　
ト
リ
ク
ー
（
目
甑
O
o
煽
）
は
当
時
日
本
駐
在
フ
ラ
ン

ス
公
使
で
あ
り
、
こ
の
書
翰
に
よ
る
と
、
少
く
と
竜
ト
リ
ク
ー
と
井

上
外
務
卿
が
日
仏
協
力
の
問
題
を
話
し
合
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
ブ
ー
レ
エ
公
使
に
し
ろ
、
ト
リ
ク
ー
公
使
に
し
ろ
、

い
ず
れ
も
当
時
の
法
器
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
と
協
力
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
疑
い
な
い
。

　
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
丈
書
に
よ
る
と
、
パ
リ
駐
在
日
本
公

使
館
の
参
事
官
は
、
一
八
八
四
年
三
月
十
九
日
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
に

対
し
、
日
本
は
フ
ラ
ン
ス
と
共
同
行
動
を
と
り
、
清
国
の
朝
鮮
安
南

に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
宗
主
権
問
題
に
抗
議
す
る
こ
と
を
非
公
式
に
打
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②

診
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
側
は
時
期
尚
早
と
し
て
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。

今
、
両
国
文
献
を
み
る
と
、
日
仏
同
盟
の
う
わ
さ
が
と
ん
だ
こ
と
に

理
由
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
日
本
側
の
記
事
で
は
、
フ
ラ
ン
ス

が
日
本
に
協
力
を
求
め
た
と
し
、
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
側
の
記
事
で
は
、

β
本
が
フ
ラ
ン
ス
に
協
力
を
求
め
た
と
し
て
い
る
。
一
た
い
、
ど
ち

ら
が
ど
ち
ら
に
要
請
し
た
か
は
、
ま
っ
た
く
断
言
し
が
た
い
。
要
す

る
に
、
政
府
文
書
は
責
任
が
自
分
の
方
に
か
か
っ
て
来
る
こ
．
と
を
避

け
て
い
る
。

　
　
　
　
R
　
自
由
党
と
フ
ラ
ン
ス
公
使

　
板
垣
・
後
藤
ら
は
な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
に
援
助
し
て
も
ら
お
う
と
し
た

か
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
は
な
ぜ
か
れ
ら
の
要
望
に
急
い
で
応
じ

な
か
っ
た
か
、
と
同
時
に
ま
た
、
板
垣
・
後
藤
ら
を
全
然
失
望
さ
せ

な
い
態
度
を
採
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
れ
を
次
の
諸
点
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
み
よ
う
。

　
元
来
、
壬
午
事
変
後
、
金
玉
均
ら
が
来
日
し
、
金
は
福
沢
諭
吉
の

紹
介
で
、
は
じ
め
て
後
藤
を
識
つ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
の
板
垣

・
後
藤
ら
は
、
ち
ょ
う
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
に
向
お
う
と
し
て
い
た

が
、
馬
場
辰
猪
ら
は
旅
費
の
出
所
不
明
と
い
う
理
由
で
か
れ
ら
の
渡

航
に
反
対
し
て
い
た
。
実
際
に
、
こ
の
時
は
す
で
に
自
由
党
内
部
に

内
訂
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
壬
午
事
変
後
、

自
由
党
の
朝
，
鮮
に
対
す
る
態
度
は
積
極
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
一
八
八
三
年
六
月
下
旬
、
板
垣
・
後
藤
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰

国
し
た
。
あ
た
か
も
金
玉
均
は
外
債
募
集
の
た
め
、
再
度
来
意
し
て

い
た
が
、
井
上
外
務
卿
は
巨
額
の
資
金
を
朝
鮮
に
貸
与
す
る
こ
と
を

拒
否
し
た
。
そ
こ
で
、
金
は
や
む
を
え
ず
後
藤
に
援
助
を
依
頼
し
た
。

当
時
、
後
藤
…
の
対
気
態
度
は
非
常
に
積
極
的
で
、
百
万
円
の
資
金
で

金
玉
均
ら
の
朝
鮮
内
政
改
革
を
援
助
し
よ
う
と
約
束
し
た
。
後
藤
の

態
度
が
な
ぜ
こ
ん
な
に
積
極
的
に
な
っ
た
の
か
理
解
し
が
た
い
が
、

か
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
訪
問
の
際
、
。
バ
リ
に
若
干
臼
滞
在
し
、
パ
リ
駐

在
清
濁
公
使
の
曾
紀
沢
と
会
見
し
て
、
日
暫
間
の
問
題
を
話
し
合
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
か
ね
て
安
南
宗
主
権
問
題
に
つ
い
て
フ

ラ
ン
ス
と
論
争
し
て
い
た
曾
紀
沢
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
、
き
わ

め
て
強
硬
な
態
度
を
示
し
た
。
そ
れ
を
み
て
い
た
後
藤
が
、
清
国
に

不
満
を
抱
く
金
玉
均
に
熱
烈
な
同
情
を
寄
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

㍉
う
。

　
百
万
円
の
資
金
を
提
供
し
て
朝
鮮
を
援
助
す
る
こ
と
は
、
後
藤
や

自
由
党
に
と
っ
て
ま
っ
た
く
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
後
藤
は

金
玉
均
の
面
前
で
大
き
な
こ
と
を
い
っ
た
以
上
、
面
子
に
か
け
て
も
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何
と
か
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
一
八
八
三
年
六
月
か
ら
翌
年

七
月
に
至
る
ま
で
、
溝
仏
両
国
の
紛
糾
は
決
裂
状
態
に
陥
る
と
い
う

こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
間
、
後
藤
ら
と
フ
ラ
ン
ス
当
局
と
の
間
に

は
、
何
ら
の
交
渉
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
ク
ー
ル
ベ

の
基
隆
砲
撃
の
ニ
ュ
ー
ス
が
日
葡
・
に
伝
わ
る
と
、
フ
．
ラ
ソ
ス
が
戦
争

に
よ
っ
て
清
国
を
征
腺
す
る
竜
の
と
思
っ
た
後
藤
…
は
、
日
本
自
由
党

が
こ
の
機
に
乗
じ
て
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
百
万
円
の
資
金
を
借
り
、
朝

鮮
め
独
立
を
援
助
し
、
が
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
自
由

の
大
義
を
実
現
し
う
る
の
み
な
ら
ず
、
骨
接
的
に
も
フ
ラ
ン
ス
の
対

清
交
渉
に
有
利
な
影
響
を
与
え
る
と
、
考
え
て
い
た
。
後
藤
が
フ
ラ

ン
ス
公
使
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
に
会
見
を
求
め
、
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
理
由
に
も
と
ず
い
て
の
も

の
で
あ
ろ
う
。

　
『
自
由
党
史
』
に
よ
る
と
、
後
藤
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
百
万
円

借
款
計
画
を
板
垣
に
語
り
、
板
垣
は
こ
れ
に
賛
成
し
、
か
れ
ら
は
一

緒
に
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
公
使
を
訪
問
し
て
い
る
。
も
っ
と
竜
、
そ
①
訪

問
の
日
付
は
、
　
『
自
由
党
史
』
に
全
然
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
サ
ソ

ク
イ
ッ
チ
公
使
文
書
に
よ
れ
ば
、
板
垣
・
後
藤
ら
と
フ
ラ
ン
ス
公
使

と
の
会
談
は
、
九
月
九
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
同
文

書
に
よ
る
と
、
こ
れ
以
前
、
す
な
わ
ち
八
月
末
あ
る
い
は
九
月
初
め

に
、
後
藤
は
す
で
に
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
公
使
に
会
見
を
求
め
て
い
る
。

そ
れ
は
あ
た
か
も
清
仏
戦
争
が
清
国
に
不
利
に
な
っ
た
時
期
で
、
つ

ま
り
基
隆
の
陥
落
、
福
州
造
船
所
お
よ
び
南
洋
艦
隊
の
破
壊
な
ど
一

連
の
清
国
敗
北
の
一
；
ー
ス
が
、
後
藤
の
フ
ラ
ン
ス
公
使
訪
問
の
動

機
を
健
成
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
板
垣
・
後
藤
ら
と
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
公
使
と
の
会
談
は
約
三
時
間
で
、

か
れ
ら
の
会
談
記
録
（
国
馨
器
江
。
づ
〔
5
ツ
8
ぴ
①
譲
一
乱
。
。
叶
器
（
δ
図
㌶
琴
①

ρ
〈
o
o
竃
■
ン
自
鯨
H
3
α
Q
巴
幽
興
○
○
梓
ρ
い
①
㊤
ω
①
讐
。
ヨ
葺
⑦
一
Q
。
Q
。
心
－
〉
昌
昌
Φ
図
①

㊤
ぴ
ρ
象
需
O
ぎ
唱
O
葺
5
き
自
O
↓
O
置
○
翼
ρ
9
）
に
よ
る
と
、
後
藤
ら

が
期
待
し
て
い
た
の
は
、
要
す
る
に
「
金
」
だ
け
に
す
ぎ
な
か
っ
た

も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
サ
ソ
ク
千
ッ
チ
は
後
藤
ら
の
要
望
と
こ
れ
に

対
す
る
か
れ
自
身
の
意
見
書
（
U
冨
。
慧
9
μ
℃
。
節
5
g
累
。
■
㎝
ω
）
を
パ

リ
政
府
に
報
告
し
て
い
る
が
、
フ
ェ
リ
ー
の
返
電
は
、
皮
歯
両
国
間

に
正
式
の
外
交
関
係
が
樹
立
さ
れ
な
い
問
は
、
朝
鮮
半
島
問
題
に
関

し
、
い
か
な
る
介
入
電
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
　
と
謂
令
し
た
（
前

掲
『
歴
史
学
研
究
』
に
よ
る
）
。
こ
の
返
電
に
は
、
フ
ェ
リ
：
の
不
千
渉

主
義
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
他
方
か
ら
考
え
る
と
、
当
時
、
フ
ラ

ン
ス
は
国
会
に
お
い
て
軍
費
支
出
案
の
通
過
に
苦
慮
し
て
い
た
の
で
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③

あ
る
か
ら
、
な
お
そ
の
上
に
約
四
五
〇
万
フ
ラ
ン
鐸
百
万
円
の
巨
額

の
資
金
を
後
藤
ら
に
提
供
し
て
、
自
由
党
を
援
助
す
る
こ
と
は
、
ま

っ
た
く
不
可
能
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

あ
く
ま
で
も
百
万
円
の
獲
得
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
後
藤
は
、
フ
ラ

ン
ス
側
の
顧
慮
し
て
い
る
韓
仏
関
係
問
題
に
対
し
て
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
あ
ま
り
心
配
す
る
に
及
ば
な
い
旨
申
入
れ
て
い
た
。
後
藤
の
申
入

れ
に
つ
い
て
は
、
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
公
使
の
九
月
二
十
七
臼
の
フ
エ
リ

！
あ
て
の
書
翰
（
U
帯
①
a
露
℃
o
無
β
器
窯
ρ
切
頓
）
の
中
に
示
さ
れ
て

い
る
。

　
今
月
十
五
日
過
の
報
告
書
で
、
私
は
閣
下
に
板
填
・
後
藤
両
氏
が
朝
鮮
問

題
に
関
し
て
私
に
申
し
出
た
件
に
つ
い
て
報
告
致
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
私

は
、
そ
れ
ら
の
か
な
り
漠
然
と
表
明
さ
れ
た
申
し
出
は
不
完
金
な
も
の
で
あ

り
ま
す
が
、
必
ら
ず
や
よ
り
一
麟
実
際
的
で
、
直
ち
に
利
用
で
き
る
面
が
あ

る
に
違
い
な
い
も
の
の
、
そ
れ
が
私
に
は
闘
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

意
見
を
述
べ
て
お
き
ま
し
た
。
私
の
予
測
は
す
べ
て
が
闘
違
っ
て
い
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
氏
か
ら
あ
ら
た
に
説
明
を

聞
い
た
結
果
、
こ
の
計
画
の
本
当
の
出
所
に
関
し
て
私
の
い
だ
い
て
．
い
た
疑

念
は
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
し
た
。
最
初
の
交
渉
に
お
い
て
、
私
は
む
し
ろ

両
氏
を
天
皇
政
府
の
代
理
人
と
看
倣
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
日
は
、

そ
れ
に
反
し
て
、
両
氏
の
演
じ
よ
う
と
し
て
い
る
役
割
が
二
黒
政
府
と
は
無

関
係
で
あ
る
と
解
釈
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
泓
が
全
く

安
全
な
立
場
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
、
臼
本
政

府
の
政
治
に
は
絶
対
に
逆
ら
い
た
く
な
い
と
言
明
致
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ

れ
ら
の
ひ
か
え
め
な
態
度
を
更
に
弱
確
に
す
る
た
め
に
、
私
は
、
榎
本
氏
が

朝
鮮
問
題
に
関
し
て
は
譲
歩
し
、
あ
る
い
は
少
く
と
も
一
面
妥
協
的
な
態
度

を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
琉
球
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
使
命
を
持
っ

て
い
る
の
い
か
ど
う
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ

い
て
は
か
く
ざ
れ
た
異
論
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
後
藤
氏
は
そ
の
こ
と
で
当

惑
し
ま
ぜ
ん
で
し
た
。
後
藤
氏
は
朝
鮮
問
題
の
或
種
の
特
殊
性
を
明
白
に
理

解
し
て
お
り
、
こ
の
特
殊
な
点
に
つ
い
て
情
報
を
あ
つ
め
て
、
私
に
伝
え
る

こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
い
く
つ
か
の
一
般
的
な
手
が
か
り
を
述
べ

ま
し
た
の
で
、
次
に
私
は
直
接
そ
の
計
画
の
報
告
に
移
り
ま
す
。

　
後
藤
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

　
「
も
し
フ
ラ
ン
ス
が
朝
鮮
の
必
要
と
し
て
い
る
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
に

　
よ
っ
て
朝
鮮
を
援
助
す
る
な
ら
、
私
は
た
だ
ち
に
金
玉
均
と
朴
泳
孝
に
使

　
者
を
送
り
ま
す
。
こ
の
両
氏
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
王
に
意
見
を
述
べ
る

　
で
し
よ
・
）
。
そ
う
す
れ
ば
、
た
だ
ち
に
わ
れ
わ
れ
は
、
す
っ
か
り
起
草
さ

　
れ
、
そ
し
て
、
王
の
承
認
を
得
て
い
る
わ
れ
わ
れ
の
計
幽
を
実
行
に
移
し

　
ま
す
。
そ
れ
ら
の
主
要
点
は
以
下
の
如
く
で
す
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ

は
朝
鮮
人
の
一
軍
衝
を
組
織
し
、
そ
の
軍
団
は
京
城
で
滞
在
を
長
引
か
せ
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て
い
る
清
国
兵
を
追
い
払
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
清
蟹
支
持
の
大
距
た
ち

を
し
り
ぞ
け
、
朝
鮮
に
正
規
の
行
政
組
織
を
置
き
ま
す
。
そ
の
行
政
組
織

の
細
陰
は
す
で
に
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
果
し
て
満
国
は
朝
鮮
人
た
ち
を
放
任
す
る
か
と
い
う
問
題
が
お
こ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
点
は
都
合
よ
く
ゆ
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う

の
は
、
濡
国
は
フ
ラ
ン
ス
が
朝
鮮
を
援
助
す
る
と
知
っ
た
日
か
ら
無
力
に

な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
か
ら
。

　
臼
本
政
府
に
つ
い
て
は
、
そ
の
役
割
は
必
然
的
に
ま
っ
た
く
異
な
っ
た

も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。
も
し
今
、
日
本
政
府
が
わ
れ
わ
れ
の
計
画
を
看

破
す
れ
ば
、
清
国
を
恐
れ
て
、
か
な
ら
ず
わ
れ
わ
れ
の
計
醐
に
反
対
し
、

そ
の
計
画
を
首
尾
よ
く
な
し
と
げ
さ
せ
な
い
よ
う
に
妨
げ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
臼
本
致
府
は
事
件
が
起
っ
て
か
ら
し
か
そ
の
事
実
を
知
ら
な
い

で
し
ょ
う
か
ら
、
朝
鮮
に
優
位
性
を
確
立
す
る
た
め
に
、
田
本
政
府
自
体

が
朝
鮮
に
お
い
て
行
動
す
る
よ
う
に
ひ
き
ず
り
こ
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
提
携
か
ら
臼
本
が
と
り
離
す
利
益
を
明
示
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
も
同
じ
よ
う
に
そ
れ
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
で

　
　
　
　
ト
ン
キ
ソ

し
よ
う
。
東
京
を
占
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
増
大
し
た
極
東
に
お
け
る
フ

ラ
ン
ス
の
影
響
力
は
、
将
来
、
朝
鮮
に
お
い
て
支
配
的
役
割
を
演
ず
る
こ

と
に
よ
っ
て
一
等
強
化
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
朝
鮮
の
行
政
上
、

軍
事
上
の
組
織
が
無
条
件
に
フ
ラ
ン
ス
に
所
属
す
る
か
ら
で
す
。

　
　
フ
ラ
ン
ス
が
朝
鮮
と
条
約
を
結
ん
で
い
な
い
こ
と
は
事
実
で
す
が
、
そ

　
の
こ
と
は
少
し
も
難
点
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
朝
鮮
が
望
ん
で
い
る
借
款
に

　
成
功
で
き
れ
ば
、
今
す
ぐ
に
で
も
フ
ラ
ン
ス
が
望
み
得
る
あ
ら
ゆ
る
利
益

　
を
含
ん
で
い
る
条
約
が
締
結
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
現
在
の
特
写
で
は
、
フ

　
ラ
ソ
ス
に
と
っ
て
清
国
の
不
平
不
溝
は
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
で
し
よ
う
。

　
さ
ら
に
も
し
万
二
畢
態
が
一
層
深
刻
な
成
行
き
に
で
も
な
れ
ば
、
日
本
は

　
し
か
た
な
く
お
も
い
き
っ
た
行
動
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
で
し
よ

　
う
。
軍
隊
は
そ
の
こ
と
の
み
を
要
求
す
る
か
ら
で
す
」

　
此
の
野
芝
が
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
要
約
し
よ
う
と
努
め
た
板
壇
・
後

藤
爾
域
の
計
画
は
、
さ
ら
に
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
き

ま
す
。
こ
の
人
た
ち
は
一
八
七
三
年
に
抱
い
て
い
た
考
え
を
再
び
も
ち
だ
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
意
見
が
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
彼
ら
の
引
退
の
動

機
と
な
っ
た
の
で
す
。
彼
ら
は
か
っ
て
朝
鮮
の
征
服
を
計
画
し
て
い
た
の
で

す
。
し
か
し
今
日
で
は
彼
ら
は
彼
ら
の
最
初
の
計
画
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
援
助
に
よ
っ
て
朝
鮮
に
日
本
の
優
位
性
を
確
立
す
る

こ
と
だ
け
に
溝
足
し
て
い
ま
す
。
個
入
的
な
理
由
に
つ
い
て
欝
い
ま
す
と
、

そ
れ
は
、
こ
の
問
題
の
本
質
の
漠
然
と
し
た
構
想
が
聞
題
に
な
る
場
合
、
つ

ね
に
そ
れ
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
し
か
し
そ

れ
ら
の
理
由
は
容
易
に
見
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
板
垣
・
後

藤
両
氏
は
、
輝
や
か
し
い
栄
光
に
と
り
か
こ
ま
れ
て
天
皇
政
府
…
を
指
導
し
よ
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．
う
と
し
て
い
る
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
こ
と
は
も

つ
ば
ら
日
本
だ
け
の
問
題
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
原
則
的
に
い
っ
て
、
そ
の
計
画
は
全
体
と
し
て
実
現
不
可
能
な
も
の
と
は

思
わ
れ
ま
せ
ん
、
と
由
－
し
ま
す
の
は
、
実
質
上
独
立
国
で
あ
る
朝
鮮
は
フ
ラ

ン
ス
政
府
に
対
し
て
借
款
を
負
い
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
し
て
手
に
入
れ
た

資
金
を
朝
鮮
が
思
う
ま
ま
に
使
用
す
る
わ
け
だ
か
ら
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
正
当

で
合
法
的
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
に

な
っ
た
場
合
、
利
害
関
係
の
あ
る
欧
米
諸
国
か
ら
苦
情
が
持
ち
上
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
諸
国
は
わ
が
フ
ラ
ン
ス
の
お
か
げ
で
朝
鮮
が
演
ず
る

こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
新
た
な
役
割
を
恐
ら
く
好
感
を
も
つ
て
は
見
な

い
で
し
ょ
う
。
他
方
、
わ
れ
わ
れ
に
こ
の
よ
う
に
成
功
し
た
場
合
、
北
京
政

府
を
極
度
に
刺
激
す
る
よ
う
な
提
携
に
手
を
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
。
清
国
に
と
っ
て
、
朝
鮮
は
安
野
と
は
全
く
異
っ
た
重
要
性
を
持
っ
て
い

る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
清
国
と
の
本
当
の
戦
争
、
す
な

わ
ち
北
京
を
義
義
と
す
る
戦
い
に
ひ
き
ず
り
こ
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

共
和
国
政
府
の
意
向
は
全
然
こ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
ゆ

　
と
に
か
く
板
壌
・
後
藤
両
氏
が
私
に
申
し
出
た
計
画
は
、
閣
下
に
お
俵
え

す
る
に
十
分
な
価
値
を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

　
一
八
八
四
年
九
月
二
十
七
日
　
東
京

　
駐
日
本
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ク
イ
ッ
チ

パ
リ

首
相
兼
外
務
大
臣

ジ
ュ
ー
ル
・
ア
エ
リ
ー
閣
下

追
伸

　
こ
の
秘
密
文
書
を
ア
メ
リ
カ
を
経
て
フ
ラ
ン
ス
に
赴
か
れ
る
ド
・
ス
マ
レ

氏
（
ツ
、
円
．
　
畠
O
　
ω
O
ヨ
曽
一
一
伽
）
に
ち
よ
う
ど
託
そ
う
と
し
て
お
り
ま
す
際
に
、
閣

下
が
公
文
書
第
八
考
に
て
こ
の
七
月
二
十
四
日
に
私
に
お
宛
て
下
さ
い
ま
し

た
急
送
公
文
書
が
到
着
致
し
ま
し
た
。

　
閣
下
は
、
朝
鮮
と
交
渉
を
開
く
任
に
あ
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
溝
国

駐
在
の
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
公
使
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
下
さ

い
ま
し
た
。
こ
の
点
に
関
し
ま
し
て
は
、
私
は
今
ま
で
に
い
さ
さ
か
の
疑
い

も
抱
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
私
は
、
も
し
京
城
の
王
国
政
府
の
意

向
に
関
す
る
情
報
を
集
め
る
機
会
が
あ
り
ま
す
場
合
に
、
そ
の
機
会
を
利
㎜
濁

す
べ
き
だ
と
考
え
た
だ
け
で
し
た
。
朝
鮮
の
問
題
に
関
し
て
閣
下
に
差
し
出

し
た
い
ろ
い
ろ
な
報
告
、
と
り
わ
け
板
垣
・
後
藤
両
氏
と
私
と
の
会
談
に
つ

い
て
御
報
借
申
し
上
げ
ま
し
た
の
は
、
閣
下
に
御
説
明
申
し
上
げ
る
以
外
に

何
ら
の
他
の
目
的
を
も
つ
も
の
で
は
あ
り
ま
ぜ
ん
し
、
ま
た
、
も
ち
得
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て

閣
下
の
お
耳
を
わ
ず
ら
わ
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
、
お
許
し
下
さ
い

52　（372）



フェリ∴内閣と碍本（彰）

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
八
八
四
年
九
月
二
十
七
臼
　
東
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ

　
上
掲
の
書
翰
に
よ
っ
て
次
の
四
点
を
要
約
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、

一
、
サ
ソ
ク
イ
ッ
ー
チ
公
使
は
、
板
垣
・
後
藤
ら
の
立
場
が
明
治
政
府

と
ま
っ
た
く
相
違
し
て
い
る
こ
と
を
見
破
り
、
外
交
官
と
し
て
か
れ

は
、
明
治
政
府
の
意
向
に
違
反
し
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
。

二
、
後
藤
は
、
も
し
フ
ラ
ン
ス
が
百
万
円
を
提
供
し
て
朝
鮮
を
援
助

す
れ
ば
、
韓
仏
両
国
間
の
正
式
関
係
を
樹
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
朝
鮮
の
行
政
・
軍
・
事
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
面
も
無
条
件
に

フ
ラ
ン
ス
の
支
配
下
に
入
る
で
あ
ろ
う
と
申
入
れ
た
こ
と
。
三
、
サ

ソ
ク
イ
ッ
チ
公
使
は
、
も
し
百
万
円
を
提
供
し
て
朝
鮮
を
援
助
す
れ

ば
、
漕
国
の
恨
み
を
か
う
の
み
な
ら
ず
、
欧
米
各
国
の
不
満
を
惹
起

す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
こ
ど
。
四
、
板
壇
・
後
藤
ら
の
真
の
隠
的

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
勢
力
を
借
り
て
朝
鮮
に
お
け
る
浩
国
の
支
配
権
を

一
掃
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。

　
当
時
、
板
垣
・
後
藤
…
ら
は
、
お
そ
ら
く
フ
ェ
リ
ー
内
閣
の
財
政
困

難
｝
の
実
情
を
よ
く
知
ら
1
ず
、
　
フ
ラ
ン
ス
げ
か
充
分
な
財
力
を
陣
狩
っ
て
自

由
党
を
援
助
で
き
る
と
信
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
に
、
そ
の
結

果
か
ら
み
る
と
、
か
れ
ら
の
計
画
は
ま
っ
た
く
妄
動
的
で
あ
り
、
結

局
、
百
万
円
の
資
金
を
得
な
か
っ
た
の
み
で
な
く
、
逆
に
、
フ
ラ
ン

ス
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
反
し
、
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
公
使
は
な
ぜ
板
垣
・
後
藤
ら
の
要

望
に
応
じ
な
か
っ
た
か
、
同
時
に
ま
た
、
か
れ
ら
に
全
然
失
望
さ
せ

な
い
よ
う
に
曖
昧
な
態
度
を
示
し
て
い
た
か
、
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
に
は
、
フ
ェ
リ
ー
内
閣
の
外
交
政
怖
策
を
仏
恢
　
賦
せ
ざ
る
を
え
、
な
い
。

一
八
八
三
年
フ
ェ
リ
ー
第
二
次
内
閣
成
立
後
、
ア
ジ
ア
植
民
地
政
策

強
化
の
た
め
、
ブ
ー
レ
エ
駐
清
公
使
の
後
任
に
バ
ト
ノ
ー
ト
ル
を
任

命
す
る
一
方
、
ト
リ
ク
ー
駐
日
公
使
の
後
任
に
サ
ソ
ク
イ
ヅ
チ
を
任

命
し
た
。
清
仏
戦
争
の
際
、
こ
の
二
人
の
新
任
公
使
は
極
東
雲
際
舞

台
上
で
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。
サ
ン
ク
イ
ッ
チ
公
使
は
バ
ト
ノ
ー

ト
ル
の
よ
う
に
性
急
で
陰
険
で
は
な
か
っ
た
が
、
自
国
に
有
利
な
…
機

ム
瓜
が
来
る
と
傭
麗
対
に
逃
さ
・
な
か
っ
た
。
板
垣
・
後
蔽
肺
ら
が
フ
ラ
ン
ス

公
使
館
を
訪
問
す
る
こ
と
は
、
サ
ン
ク
イ
ッ
チ
に
と
っ
て
意
外
な
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
を
処
理
す
る
に
あ
た
り
、
複
雑
な
矛
盾
し
た
心
理

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
か
れ
が
板
塩
・
後
藤
ら
の
要
望

を
た
だ
ち
に
受
諾
し
な
か
っ
た
の
は
、
前
掲
書
翰
に
あ
き
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
今
、
こ
の
書
翰
の
中
か
ら
次
の
二
点
を
と
り
あ
げ
て
、
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さ
ら
に
考
察
し
て
み
よ
う
。
一
、
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
公
使
は
当
初
、
板

垣
・
後
藤
ら
は
天
褻
の
信
任
を
え
て
、
間
接
的
に
明
治
政
府
を
代
表

し
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
援
助
を
要
訳
し
て
い
る
竜
の
と
考
え
て
い
た
が
、

後
に
、
板
壇
・
後
藤
…
ら
は
、
明
治
政
府
と
笹
戸
立
場
を
異
に
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
も
、
当
時
、
・
自
由
党
の
下
層
幹
部
が
加

波
山
事
件
を
惹
き
お
こ
し
、
政
府
の
自
由
党
に
対
す
る
圧
迫
が
、
日

ご
と
に
き
び
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
次
第
だ
か
ら
、
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
が
も
し
重
三
・
後
藤
ら
の
要
望

に
対
し
て
慎
重
に
熟
慮
し
な
け
れ
ば
、
明
治
政
府
の
恨
み
を
か
う
こ

と
は
疑
い
な
く
、
将
来
外
交
上
「
内
政
干
渉
」
の
重
大
問
題
を
ま
ね

く
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
二
、
上
述
の
如
く
、
フ
ェ
リ
ー
は
フ

ラ
ン
ス
が
朝
鮮
と
正
式
な
関
係
を
樹
立
す
る
ま
で
に
は
、
朝
鮮
問
題

に
干
渉
し
な
い
と
い
う
態
度
を
示
し
、
事
実
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
は
、
す

’
で
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
フ
ェ
リ
ー
「
と
一
致
し
て
い
た
。
当
時
、
朝

鮮
の
事
大
党
は
溝
国
政
府
の
支
持
を
え
、
独
立
党
は
、
後
藤
ら
の
支

持
を
え
て
い
た
。
も
し
フ
ラ
ン
ス
が
後
藤
ら
を
援
助
す
れ
ば
、
そ
れ

は
朝
鮮
の
独
立
党
を
援
助
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
朝
鮮
の
事
大

党
の
恨
み
を
か
う
の
み
な
ら
ず
、
重
圏
の
対
仏
敵
視
態
度
は
一
層
深

・
ま
る
わ
け
で
あ
り
、
将
来
韓
仏
間
に
正
式
な
外
交
関
係
が
樹
立
さ
れ

る
時
、
き
わ
め
て
不
利
に
な
る
に
相
違
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
サ
ソ
ク

イ
ッ
チ
の
態
度
を
決
定
し
た
最
竜
重
要
な
理
由
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス

の
財
政
問
題
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
は

自
国
の
財
力
に
よ
く
通
じ
て
い
た
。
軍
費
困
難
に
陥
っ
て
い
る
フ
ェ

リ
ー
内
閣
は
、
崩
壊
の
せ
と
ぎ
わ
に
立
た
さ
れ
、
同
時
に
、
バ
ト
ノ

ー
ト
ル
公
使
は
清
国
に
賠
償
を
強
要
し
た
屯
の
の
、
ま
だ
返
答
を
え

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
勢
で
は
、
自
由
党
を
援

助
す
る
能
力
な
ど
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
し
か
し
、
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
公
使
は
な
ぜ
き
っ
ぱ
り
と
板
垣
・
後
藤

ら
の
要
求
を
拒
否
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
こ
の
問
題

は
二
つ
の
方
面
か
ら
分
析
で
き
る
と
考
え
る
。
　
一
つ
は
、
サ
ソ
ク
イ

ッ
チ
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
を
代
表
す
る
一
外
交
官
で
あ
り
、
清
仏
戦
争

の
際
、
全
力
を
尽
し
て
、
極
東
国
際
情
勢
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、

フ
ェ
リ
ー
内
閣
の
ア
ジ
ア
植
民
地
政
策
を
決
定
す
る
参
考
資
料
に
供

し
よ
う
と
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
後
藤
は
朝
鮮

の
独
立
党
指
導
者
ら
と
密
接
な
関
係
を
有
し
、
し
か
も
、
朝
鮮
問
題

の
専
門
家
で
も
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
情
報
を
供
給
し
う
る
と
い
う
こ

と
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
齎
利
あ
っ
て
一
害
も
な
い
、
と
い
う
こ

と
。
一
つ
は
、
サ
ン
ク
イ
ッ
チ
は
挙
止
・
後
藤
ら
を
通
じ
て
、
臼
本
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政
治
の
内
幕
を
調
査
し
、
将
来
国
際
情
勢
が
フ
ラ
ン
ス
に
有
利
に
な

れ
ば
、
自
由
党
乃
至
明
治
政
府
の
動
向
が
把
握
で
き
る
、
と
い
う
こ

と
。
以
上
の
原
因
が
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
公
使
を
し
て
自
由
党
の
要
望
を

処
理
す
る
に
あ
た
り
、
曖
昧
な
態
度
を
と
ら
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
C
　
二
二
・
後
藤
ら
の
計
画
変
更

　
次
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
板
垣
・
後
藤
ら
が
当
初
の
計
画

を
変
更
し
た
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
自
由
党
史
』

お
よ
び
『
伯
爵
二
曲
膝
ん
象
二
郎
』
に
よ
れ
ば
、
後
藤
…
が
自
由
党
と
フ
ラ

ン
ス
と
の
会
談
秘
密
を
伊
藤
博
文
に
洩
ら
し
た
の
で
、
伊
藤
は
こ
れ

を
井
上
外
務
卿
に
伝
え
た
。
す
る
と
、
井
上
は
こ
の
よ
う
な
重
大
事

は
政
府
と
対
立
し
て
い
る
自
由
党
に
や
ら
せ
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
と

考
え
、
板
垣
・
後
藤
ら
の
行
動
を
監
視
す
る
一
方
、
対
韓
政
策
を
変

更
し
、
竹
添
公
使
を
再
び
京
城
に
派
遣
し
た
、
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

こ
れ
は
後
藤
が
機
密
を
洩
し
た
の
で
、
自
由
党
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
秘

密
計
画
が
失
敗
し
た
、
と
い
う
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
も
の
が
た
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
他
の
観
点
か
ら
こ
の
問
題
を
考
察
す
れ
ば
、
こ
れ

は
板
壇
・
後
藤
…
ら
が
当
初
の
計
画
を
放
棄
し
た
主
要
原
因
で
は
な
い

と
み
ら
れ
る
。
板
垣
・
後
藤
ら
は
自
由
党
の
最
高
指
導
者
で
あ
砂
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ー
代
表
と
し
て
か
れ
ら
は
、
一
般
官
僚
の
も
つ
機
会
主

義
的
悪
習
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
井
上
清
氏
は
、

「
自
由
民
権
運
動
を
め
ぐ
る
歴
史
的
評
価
に
つ
い
て
」
（
『
思
想
賢
九

五
六
年
一
月
丹
）
の
一
文
中
で
、
板
垣
は
臼
和
見
主
義
者
で
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
。

　
後
藤
は
板
垣
の
親
友
で
あ
り
、
明
治
初
期
の
ブ
ル
ジ
翼
ア
i
民
主

主
義
革
命
運
動
中
、
こ
の
二
人
は
椙
互
に
呼
応
し
、
政
治
上
の
意
見

は
ほ
と
ん
ど
終
始
一
致
し
て
い
た
。
後
藤
が
日
和
見
主
義
者
で
あ
る

か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
し
か
し
、
か
れ
と
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
公
使
と

の
会
談
の
一
点
か
ら
み
る
と
、
少
く
と
も
か
れ
は
機
会
主
義
者
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
板
壇
・
後
藤
…
ら
が
フ
ラ
ン
ス
に
百
万
円
の
資
金
を

要
望
し
た
本
来
の
昌
的
は
、
つ
ま
り
機
に
乗
じ
て
、
清
仏
和
国
問
の

矛
盾
を
利
用
し
、
朝
鮮
に
お
け
る
支
配
権
を
獲
得
し
ょ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
は
か
れ
ら
の
想
像
し
た
よ
う
な
簡
単
な
も

の
で
は
な
く
、
非
常
に
経
験
に
富
む
外
交
官
で
あ
る
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ

は
、
か
れ
ら
の
要
望
の
根
本
的
な
動
機
を
は
っ
き
ゆ
見
破
っ
て
い
た
。

サ
ン
ク
イ
ッ
チ
公
使
文
書
に
よ
る
と
、
情
報
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る

公
使
は
、
資
金
援
助
問
題
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
関
心
を
も
つ
て
い

な
か
っ
た
。
た
だ
か
れ
を
全
然
失
望
さ
せ
ぬ
よ
う
に
、
時
間
を
引
き

延
ば
し
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
、
と
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
九
月
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か
ら
十
月
ま
で
の
間
に
、
極
東
国
際
情
勢
に
重
大
な
変
化
が
起
っ
た
。

こ
の
変
化
が
板
垣
・
後
藤
ち
を
し
て
当
初
の
計
画
を
放
棄
さ
せ
た
主

要
原
因
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
情
勢
変
化
に
つ
い
て
、
鴨
以
下
個
別
的

に
述
べ
て
み
・
よ
・
づ
。

　
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
の
軍
事
・
財
政
の
回
書
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

上
述
の
如
く
、
八
月
上
旬
、
ク
ー
ル
ベ
艦
隊
は
基
隆
を
砲
撃
し
、
下

旬
に
は
南
洋
艦
隊
お
よ
び
福
州
造
船
所
を
破
壊
し
た
。
し
か
し
、
九

．
月
以
後
、
軍
事
上
の
進
展
は
全
然
み
ら
れ
ず
、
そ
の
上
、
十
月
上
旬

に
は
淡
水
で
惨
敗
す
る
に
至
っ
た
が
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
兵
力
に

限
度
の
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
軍
事
上
の
敗
北
は
、
フ
ェ
リ

ー
内
閣
に
不
幸
を
も
た
ら
し
た
が
、
こ
の
危
機
を
挽
回
し
よ
う
と
考

え
た
フ
ェ
リ
ー
は
、
十
月
十
四
臼
の
通
常
掴
会
で
軍
費
支
出
案
を
通

過
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
下
院
の
会
計
調
査
委
員
会
が
反
対

し
た
た
め
に
、
支
出
案
は
否
決
さ
れ
た
の
み
で
な
く
、
大
蔵
・
陸
軍

両
大
甑
も
弾
劾
さ
れ
、
解
任
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
軍
事
上
・
政
治

上
の
二
重
の
困
難
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、

十
月
以
後
、
日
本
国
内
の
各
大
新
聞
紙
上
に
す
べ
て
詳
細
に
報
道
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
不
幸
な
二
戸
ー
ス
は
、
板
垣
聖
後
藤
ら
の
当
初
の

希
望
を
動
揺
さ
せ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
次
に
、
　
日
太
・
側
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
十
・
n
月
以
後
、
板
垣
・
後
薩
…

ら
に
よ
る
対
フ
ラ
ン
ス
援
助
要
望
の
計
画
に
は
大
き
な
変
化
が
あ
ら

わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
公
使
の
フ
ェ
リ
ー
あ
て
の
書
翰

9
9
a
魯
℃
◎
曄
5
器
％
。
・
の
。
。
）
か
ら
証
明
し
う
る
。
　
こ
の
書
翰
の

内
容
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
九
月
十
五
日
お
よ
び
同
二
十
七
日
付
報
告
書
に
お
い
て
私
は
板
垣
．
後
藤

　
両
氏
の
朝
鮮
に
関
す
る
申
出
の
件
に
つ
き
閣
下
に
報
告
致
し
ま
し
た
。
朝
鮮

　
人
の
一
軍
団
を
武
装
し
、
維
織
す
る
の
に
充
当
す
る
た
め
に
、
共
和
国
か
ら

　
百
万
円
（
約
四
五
〇
万
フ
ラ
ン
）
の
借
款
を
獲
得
す
る
こ
と
が
問
題
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
京
城
政
府
は
有
力
な
兵
力
に
た
よ
る
こ
と
が
で
き
る
の

　
で
、
清
国
の
保
護
か
ら
脱
け
だ
す
よ
う
に
こ
と
を
運
ぼ
う
と
し
ま
し
た
。
北

　
京
政
府
は
そ
の
独
立
の
下
心
を
完
全
に
抑
え
る
た
め
に
朝
鮮
に
軍
隊
を
派
遣

　
し
ょ
う
と
す
れ
ば
、
天
皇
政
府
は
介
入
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
も
し
こ
の
計
画
が
実
行
に
移
さ
れ
た
な
ら
ば
板
垣
・
後
藤
両
氏
の
政
治
上
の

　
勝
利
は
確
実
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
　
私
は
、
十
月
中
旬
ま
で
後
藤
氏
と
関
係
を
も
つ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

　
私
は
情
報
を
求
め
、
ま
た
相
手
が
そ
れ
を
説
明
す
る
よ
う
に
も
っ
て
行
き
な

　
が
ら
も
、
絶
対
に
何
も
約
束
せ
ず
、
如
何
な
る
や
り
か
た
に
お
い
て
も
責
任

　
を
質
わ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
潅
意
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
間
接
的

　
な
関
係
は
、
板
垣
・
後
藤
両
氏
が
か
れ
ら
の
ひ
き
い
る
進
歩
主
義
的
な
自
由
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党
の
問
題
に
専
念
す
る
た
め
東
京
を
離
れ
た
時
に
完
全
に
終
り
ま
し
た
。

　
私
に
申
し
串
た
計
画
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
話
を
聞
け
な
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
ご
日
前
に
二
つ
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
は
外
務
大

距
の
代
理
人
か
ら
来
た
の
で
す
が
、
板
垣
・
後
藤
荷
属
に
つ
い
て
は
、
そ
の

行
為
に
何
ら
の
根
撚
も
な
く
、
ま
た
、
か
れ
ら
は
全
く
軽
薄
な
人
物
で
あ
る

と
知
ら
せ
て
い
ま
す
。
他
方
、
東
京
に
帰
っ
た
後
藤
氏
か
ら
の
も
の
は
、
公

使
館
の
代
表
看
と
話
し
が
し
た
い
と
申
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
九
月
に
板
垣
・
後
藤
両
氏
が
私
の
と
こ
ろ
へ
訪
れ
た
の
を
外
務
大

甑
が
知
っ
た
こ
と
、
ま
た
外
務
大
極
が
そ
の
訪
問
の
動
機
を
見
破
っ
た
こ
と
、

そ
れ
は
な
に
も
驚
く
に
は
当
ら
な
い
こ
と
で
す
。
お
そ
ら
く
両
氏
は
自
分
た

ち
の
重
要
性
を
誇
示
す
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
を
訪
問
し
た
と
い
う

報
告
を
日
本
の
あ
る
薪
聞
に
掲
載
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。
朝
鮮
問
題
に
関
す

る
か
れ
ら
の
政
治
的
見
解
は
、
こ
の
国
で
は
非
常
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
こ
と
が
岡
時
に
起
つ
た
と
い
う
こ
と
は
依
然
と

し
て
奇
妙
で
す
。
し
か
し
、
私
は
外
務
大
覚
よ
り
怯
え
ら
れ
た
忠
告
を
受
け

入
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
後
藤
現
が
私
に
し
ょ
う
と
思
っ
て
い

る
で
あ
ろ
う
薪
し
い
う
ち
明
け
話
に
耳
を
借
さ
な
い
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
で

し
た
。
こ
の
問
題
は
す
べ
て
東
洋
人
を
政
治
的
な
問
題
の
中
で
、
と
り
わ
け

か
れ
ら
の
個
人
的
な
利
益
が
か
ら
ん
で
い
る
と
き
に
、
取
扱
う
方
法
の
奇
妙

な
日
本
を
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
私
は
後
藤
氏
の
う
ち
明
け
話
を
全
体
的
に

申
し
上
げ
る
こ
と
は
無
益
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
後
藤
氏
は
ま
ず
公
使
館
の
代
理
人
に
、
竹
添
民
が
朝
鮮
に
戻
っ
て
以
来
情

勢
が
す
っ
か
り
変
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
明
し
ま
し
た
。
な
お
こ
こ
に
か

れ
が
京
城
に
い
る
日
本
の
一
新
聞
記
者
か
ら
受
け
と
っ
た
ば
か
り
の
情
報
が

あ
り
ま
す
、

一
竹
添
氏
は
京
城
政
府
に
薬
事
は
清
国
と
戦
争
す
る
用
意
が
あ
る
と
知
ら

せ
た
ら
し
い
の
で
す
。
も
し
朝
鮮
が
真
に
独
立
を
望
む
な
ら
ば
そ
れ
を
示
す

た
め
に
こ
の
機
会
を
利
用
し
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
と
は
反
対
に
、
も
し
朝
鮮

が
今
ま
で
そ
う
し
て
来
た
よ
う
に
清
国
に
依
存
す
る
こ
と
を
望
む
な
ら
ば
、

朝
鮮
の
決
意
は
、
本
・
当
に
思
い
き
っ
た
行
動
を
固
め
て
い
お
碍
本
の
決
｛
怠
に
、

何
ら
影
響
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
で
し
よ
う
。
さ
ら
に
天
皇
政
府
は
一
八
八
二
年

七
月
の
岩
組
に
対
し
て
当
然
朝
鮮
が
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
賠
面
立
を
放
棄

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
友
妊
の
最
初
の
し
る
し
を
朝
鮮
に
示
そ
う
と
望
ん
で
い

ま
す
。
竹
添
氏
は
朝
鮮
の
國
王
に
こ
れ
を
以
て
亡
国
を
追
い
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
、
と
い
っ
て
、
村
田
銃
十
六
挺
を
贈
っ
た
ら
し
い
の
で
す
L

　
後
藤
氏
の
通
玉
菜
で
あ
る
藍
本
の
新
聞
記
者
は
、
こ
の
よ
う
に
驚
く
べ
き

一
連
の
報
告
を
続
け
ま
す
。
か
れ
は
そ
れ
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
、

i
去
る
十
一
月
三
田
の
天
皇
誕
生
記
念
日
に
、
竹
添
氏
は
、
ひ
と
り
の
清

国
人
も
招
待
さ
れ
な
い
大
祝
宴
に
、
い
ろ
い
ろ
な
朝
鮮
の
人
物
た
ち
を
招
待

し
た
が
、
そ
の
中
に
は
朴
三
孝
氏
と
金
玉
均
氏
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
竹
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添
氏
は
、
そ
の
さ
い
行
な
っ
た
演
説
の
申
で
大
声
を
は
り
あ
げ
て
言
い
ま
し

、
た
「
肇
国
は
な
ま
こ
の
よ
う
に
骨
の
な
い
肉
で
あ
る
！
臼
本
は
戦
争
す
る
準

備
が
で
ぎ
て
い
る
。
独
立
の
太
陽
は
や
が
て
朝
鮮
の
頭
上
に
光
り
輝
く
だ
ろ

5
」
と
一

　
そ
の
上
そ
の
日
本
の
新
聞
記
憶
は
京
城
に
い
る
天
皇
の
代
理
人
か
ら
つ
ぎ

の
よ
う
な
情
報
を
入
手
し
た
と
言
っ
て
い
ま
す
、

ー
ー
日
本
政
府
は
清
国
と
戦
争
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
日
本
政
府
は
ま
ず

朝
鮮
の
内
政
に
介
入
し
、
そ
し
て
も
し
清
国
が
抗
議
す
れ
ば
大
砲
に
よ
っ
て

返
筈
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
上
濁
本
は
朝
鮮
が
必
要
と
す
る
金
を
全
額
与
え
る

だ
ろ
う
…
一

　
後
藤
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
う
ち
明
け
話
の
最
後
の
点
が
根
本
的
な
も
の

で
す
。
阿
故
な
ら
、
か
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
ば
で
結
論
を
述
べ
よ
う
と

し
た
か
ら
で
す
。
か
れ
は
公
使
館
の
代
理
人
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

　
　
「
フ
一
、
7
ン
ス
の
公
使
に
申
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
少
し
前
ま
で
は
ま
だ
清

　
濁
を
恐
れ
て
い
た
日
本
政
府
も
、
今
や
よ
う
や
く
こ
の
強
国
と
戦
う
こ
と

　
を
決
心
し
ま
し
た
か
ら
、
私
が
公
使
殿
に
依
頼
し
ま
し
た
こ
と
を
ど
う
か

　
実
行
に
移
さ
れ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
申
込

　
み
を
無
効
と
見
散
さ
れ
な
い
よ
う
に
望
み
ま
す
。
私
は
日
本
政
府
が
清
国

　
と
戦
争
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
ま
す
。
し
か
し
竹
添
氏
は
あ

　
ま
り
早
く
朝
鮮
入
た
ち
に
こ
の
計
画
を
洩
ら
し
す
ぎ
ま
し
た
。
か
れ
ら
は

　
こ
の
計
画
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
喜
び
を
隠
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

　
で
し
た
。
し
か
し
他
方
、
去
る
十
一
月
八
二
に
開
か
れ
た
国
王
の
会
議
で
、

　
目
下
の
と
こ
ろ
は
清
国
と
最
良
の
関
係
を
維
持
し
よ
う
と
い
う
こ
と
が
決

　
．
定
さ
れ
ま
し
た
」

後
藤
磯
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
つ
け
加
え
ま
し
た
。

　
「
外
務
大
臣
と
こ
れ
ら
種
々
の
問
題
に
つ
い
て
話
す
場
合
に
は
、
私
の
名

　
を
全
然
出
さ
な
い
よ
う
に
豊
み
ま
す
」

後
藤
氏
が
泓
に
伝
え
た
情
報
を
含
む
手
紙
を
受
取
つ
た
と
い
う
こ
と
は
、
人

の
知
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
後
藤
氏
は
、
か
れ
が
公
使
館
と
関
係
を
も

つ
て
い
る
こ
と
を
徴
間
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
切
望
し
て
い
ま
す
。
か
れ
は

き
び
し
く
監
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
か
れ
が
他
の
情
報
を
受
け
と
れ
ば
急

い
で
そ
れ
を
私
に
知
ら
せ
る
で
し
ょ
う
。

　
誇
張
が
確
か
に
大
き
な
役
翻
を
も
つ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
う
ち
明
け
詣

の
正
確
な
価
値
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
こ
と
は
非
常
に
瞬
難
で
す
。
し
か

し
、
実
際
的
で
、
確
か
な
蘂
実
を
引
き
出
す
よ
う
に
努
め
ま
す
な
ら
ば
、
こ

う
し
た
う
ち
明
け
話
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
も
の
を
首
尾
よ
く
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
事
実
、
ま
ず
最
初
に
、
日
本
政
府
は

京
城
の
虐
殺
に
対
し
て
朝
鮮
が
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
五
十
万
ピ

ア
ス
ト
ル
（
H
）
一
ρ
o
り
叶
同
①
⑳
）
の
賠
償
金
の
五
分
の
四
を
放
棄
し
ま
し
た
。
数
日

前
私
が
こ
の
寛
大
な
処
置
に
対
し
て
俳
藤
氏
に
讃
辞
を
述
べ
る
と
、
か
れ
は
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つ
ぎ
の
よ
う
に
答
え
ま
し
た
。

　
「
破
滅
の
状
態
が
大
閤
さ
ま
（
日
9
ぎ
？
舞
ヨ
欝
十
六
世
紀
末
）
の
遠
征
の

　
填
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
朝
鮮
は
、
こ
の
負
債
を
支
払
う
こ
と
が
絶
対
に
不

　
可
能
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
結
局
疑
本
は
そ
の
支
払
の
要
求
を
放

　
棄
し
て
も
何
ら
損
失
は
あ
り
ま
せ
ん
」

こ
の
説
明
は
少
く
と
も
不
発
全
で
す
。
日
本
の
財
政
は
こ
の
よ
う
に
措
し
げ

も
な
く
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
十
分
に
良
好
な
状
態
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
も
し
朝
鮮
が
な
お
欝
本
に
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
四
十
万
ピ
ア
ス

ト
ル
を
、
定
め
ら
れ
た
八
年
間
に
返
済
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、

賃
本
は
京
城
政
府
に
対
し
て
確
実
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
に
長
期
間
に
わ
た

り
債
権
者
と
し
て
の
立
場
を
利
胴
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
故
、
後
藤
氏
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
説
明
は
、
一
層
真
実
に
近
づ
く
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
日
本
政
府
は
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
が
下
関
事
件

に
用
い
た
態
度
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
寛
大
さ
を
見
せ
な
が
ら
、
一
方
京
城
に

お
い
て
清
国
の
優
勢
な
勢
力
と
匹
敵
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
日
本
の
郵
便
局
の
一
局
員
が
朝
鮮
に
お
け
る
郵
便
事
務
を
組
織
す

る
た
め
に
朝
鮮
へ
出
発
し
た
こ
と
は
箏
実
で
す
。

　
竹
添
氏
が
そ
の
よ
う
に
発
銘
し
た
と
人
び
と
が
い
っ
て
い
る
こ
と
を
、
か

れ
が
話
し
た
か
ど
う
か
疑
う
の
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
か
れ
が
朝
鮮
に

着
い
て
最
恵
国
条
款
を
求
め
た
時
に
、
電
畜
が
イ
ギ
リ
ス
や
清
国
と
の
貿
易

を
許
し
て
い
る
の
と
同
じ
よ
5
に
賃
本
と
の
貿
易
を
も
認
め
る
と
い
う
好
意

に
あ
ず
か
っ
た
こ
と
は
確
実
で
す
。

　
村
田
銃
が
朝
鮮
の
元
首
に
贈
ら
れ
ま
し
た
が
天
皇
の
代
理
人
は
好
戦
的
な

こ
と
ぽ
を
、
こ
の
贈
物
に
加
え
て
た
ず
さ
え
て
行
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
全

然
洌
問
題
で
す
。

　
要
す
る
に
、
日
本
が
肖
国
の
安
全
に
関
す
る
利
益
そ
の
も
の
の
た
め
に
、

話
芸
が
朝
鮮
を
併
呑
す
る
の
を
黙
っ
て
み
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
明

白
な
こ
と
で
す
。

　
け
れ
ど
も
九
月
に
、
臼
本
政
府
の
意
気
地
な
さ
堂
非
難
す
る
の
に
ど
ん
な

に
辛
辣
な
こ
と
ば
を
は
い
て
も
足
り
な
い
位
で
あ
っ
た
後
藤
が
、
そ
の
阿
じ

政
府
の
態
度
に
無
制
限
に
賛
意
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
か
れ
が
非
常

に
重
大
視
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
あ
の
借
款
を
も
は
や
共
和
国
政
府
に

依
頼
し
な
い
よ
う
に
私
に
願
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
い
っ
た
い
ど
し
た
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
他
に
説
明
の
し
ょ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
敢
え
て
次

の
よ
う
に
説
明
い
た
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
板
垣
・
後
藤
両
氏
か
ら
の
最
初
の

何
回
か
の
交
渉
と
今
日
の
日
付
の
あ
る
後
藤
氏
の
最
後
の
う
ち
明
け
話
と
の

闘
に
重
大
な
喜
件
が
起
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
進
歩
主
義
的
な
自
由
党
が
解
散

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
後
藤
氏
は
、
か
れ
が
近
づ
く
こ
と
に
な
っ
た
天

皇
政
府
の
前
で
、
よ
り
よ
い
地
位
を
得
る
た
め
に
、
借
款
申
込
み
が
も
た
ら

す
で
あ
ろ
う
好
機
を
強
調
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
考
え
方
を
も
つ
こ
と
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は
、
恐
ら
く
さ
ほ
ど
無
謀
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
す
で
に
泓
は
閣
下
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
一
般
に
わ

れ
わ
れ
が
台
湾
に
足
場
を
確
立
す
る
こ
と
を
非
常
に
不
満
に
思
っ
て
い
る
日

本
人
た
ち
は
、
朝
鮮
の
問
題
で
は
わ
れ
わ
れ
の
何
ら
か
の
介
入
を
ほ
と
ん
ど

意
に
介
さ
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
恐
ら
く
朝
鮮
の
利
益
を
擁

護
す
る
こ
と
、
か
ら
わ
れ
わ
れ
を
そ
ら
す
た
め
に
こ
う
い
っ
た
好
戦
的
な
傾
向

が
生
じ
て
来
た
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
朝
鮮
に
お
い
て
清
編
人
と
臼
本
人
と
の
閲
に
か
く
れ

た
戦
い
が
あ
る
の
は
確
か
で
す
。
日
本
人
は
わ
れ
わ
れ
の
協
力
を
望
む
と
い

う
よ
り
は
む
し
ろ
恐
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
、
ず
っ
と

前
に
失
っ
た
領
土
を
獲
得
す
る
た
め
に
現
在
の
情
勢
を
利
用
す
る
よ
う
努
め

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、
私
は
後
藤
氏
か
ら
う
ち
開
け
話
を
き
い

た
こ
と
を
後
悔
す
る
に
は
及
ば
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
何
ら
差

し
障
り
の
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
恐
ら
く
わ
が
国
と
清
国
と
の
紛
争

の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
は
略
本
人
た
ち
の
気
質
を
よ
り
ょ
く
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
た
と
え
一
時
的
に
団
本
人
の
心
に
急
変
が
起

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
も
、
常
に
認
め
て
よ
い
こ
と
は
、
現
在
中
断
し
て
い

る
会
談
を
今
度
は
真
剣
に
も
と
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
。

　
私
は
朝
鮮
に
お
げ
る
日
本
人
の
態
度
に
つ
い
て
い
く
ら
か
の
知
識
を
持
っ

て
い
る
に
違
い
な
い
バ
ト
ノ
ー
ト
ル
（
℃
裏
書
黛
器
）
氏
に
こ
の
報
告
の
要

旨
を
伝
え
る
よ
う
配
慮
致
し
ま
す
。

敬
具

　
　
一
八
八
四
年
十
二
月
四
日
　
東
京

　
駐
日
本
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ク
イ
ッ
チ

　
パ
リ

嘗
相
兼
外
務
大
臣

　
ジ
ュ
ー
ル
・
ブ
ェ
リ
i
閣
一
卜

追
伸

　
私
は
…
…
に
関
す
る
「
日
日
新
聞
」
の
説
事
を
翻
訳
し
た
も
の
を
こ
の
報

告
欝
に
つ
け
加
え
ま
す
。

　
上
掲
の
書
翰
に
よ
っ
て
次
の
三
点
を
考
察
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、

一
、
甲
申
事
変
前
の
明
治
政
府
は
、
板
垣
・
後
藤
ら
と
フ
ラ
ン
ス
公

使
と
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
、
す
で
に
十
分
に
調
査
し
た
よ
う
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
、
　
『
自
由
党
史
』
『
伯
爵
後
藤
象
二
郎
』
な
ど
の
中

に
、
後
藤
が
伊
藤
に
機
密
を
洩
ら
し
、
つ
い
に
明
治
政
府
は
、
対
韓

方
針
を
変
更
し
た
と
い
う
記
事
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
思
う
。
当

時
、
井
上
外
務
獅
は
時
機
を
つ
か
も
う
と
し
て
、
伊
藤
・
吉
田
ら
と

打
含
わ
せ
、
結
局
、
、
竹
添
公
使
を
再
び
朝
鮮
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決

　
　
　
⑤

乱
し
た
。
竹
添
公
使
は
十
月
三
十
日
京
城
に
到
着
し
、
翌
臼
、
島
村

書
記
官
や
井
上
角
五
郎
を
ま
ね
き
政
府
の
政
策
を
伝
え
た
が
、
同
時

60　（380）
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に
ま
た
、
金
玉
均
も
竹
添
を
訪
問
し
た
。
　
『
甲
申
日
録
』
に
よ
る
と
、

こ
の
時
、
金
玉
均
は
竹
添
の
態
度
が
以
前
と
ま
っ
た
く
相
違
す
る
こ

と
を
感
じ
て
い
た
。
ま
た
、
竹
添
は
、
明
治
政
府
の
政
策
は
時
に
応

じ
て
変
っ
た
が
、
現
在
は
朝
鮮
の
独
立
お
よ
び
内
政
改
革
を
援
助
し

よ
う
と
す
る
決
意
が
あ
る
と
、
か
れ
に
表
明
し
て
い
る
。
そ
の
後
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

玉
均
・
朴
泳
孝
ら
は
、
竹
添
・
島
村
ら
と
密
接
に
交
際
を
始
め
た
。

当
時
、
お
そ
ら
く
金
玉
均
ら
は
す
で
に
後
藤
に
対
す
る
援
助
希
望
を

捨
て
、
か
え
っ
て
竹
添
公
使
に
援
助
を
求
め
、
後
藤
と
金
玉
均
間
の

関
係
は
こ
の
た
め
断
絶
し
た
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

後
藤
が
い
う
「
竹
添
氏
が
朝
鮮
に
戻
っ
て
以
来
、
情
勢
が
す
っ
か
り

変
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
深
い
意
味
を
含
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。
二
、
後
藤
は
、
明
治
政
府
は
朝
鮮
に
お
け
る
清
国
の

勢
力
を
一
掃
し
よ
う
と
す
る
積
極
的
な
意
図
を
い
だ
き
、
そ
の
達
成

の
た
め
に
は
、
漕
国
と
の
一
戦
を
も
辞
さ
な
い
決
意
で
あ
る
と
、
信

じ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
明
治
政
府
の
対
韓
方
針
が
、
十
月
以
前

と
は
、
す
っ
か
り
異
な
っ
て
い
て
、
明
治
政
府
の
こ
の
時
期
に
お
け

る
積
極
的
な
意
図
と
、
板
垣
・
後
藤
ら
の
当
初
の
計
画
と
は
、
基
本

的
に
は
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
も
の
が
た
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
政
府
の
当
時
の
対
韓
方
針
は
、
板
垣
・
後

藤
ら
の
以
前
の
主
張
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
政
府
が
直
接
の
り

だ
す
方
が
か
れ
ら
三
身
で
や
る
こ
と
よ
り
も
は
る
か
に
安
全
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
藤
に
は
ひ
き
続
き
フ
ラ
ン
ス
に
援

助
を
求
め
る
音
心
向
は
な
く
な
っ
た
。
三
、
板
垣
・
後
藤
ら
が
サ
ソ
ク

イ
ッ
チ
を
訪
問
し
た
後
、
や
が
て
自
由
党
下
層
幹
部
は
武
力
革
命
を

お
こ
し
、
党
内
外
の
矛
盾
を
一
暦
深
め
て
い
っ
た
。
十
月
中
旬
以
後

に
な
る
と
、
解
党
が
迫
り
、
板
垣
・
後
藤
ら
は
党
務
の
た
め
に
、
暫

く
東
京
を
離
れ
た
。
そ
の
た
め
、
か
れ
ら
は
連
仏
工
作
に
専
心
で
き

な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
十
月
二
十
九
日
自
由
党
解
党
後
の
板
垣
・
後

藤
ら
は
、
も
は
や
党
代
表
で
は
な
く
な
り
、
か
れ
ら
の
行
動
は
、
依

然
と
し
て
政
府
の
監
視
下
に
あ
り
、
政
府
は
後
藤
を
籠
絡
す
る
計
画

を
抱
き
、
一
方
後
藤
に
も
政
府
と
協
力
し
よ
う
と
す
る
意
向
が
あ
っ

た
。
元
来
、
確
固
た
る
主
張
が
な
い
機
会
主
義
者
は
、
自
分
に
有
利

な
時
は
、
そ
の
機
に
乗
じ
て
、
利
を
は
か
り
、
有
利
で
な
け
れ
ば
、

坐
視
し
て
、
別
の
機
会
を
ね
ら
う
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
上
掲

の
書
翰
中
、
後
藤
は
、
明
治
政
府
が
す
で
に
湾
国
と
対
決
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
　
「
私
が
公
使
殿
に
依
頼
し
ま
し
た
こ
と

を
ど
う
か
実
行
に
移
さ
れ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
、
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
申
込
を
無
効
と
見
倣
さ
れ
な
い
よ
う
に
望
み
ま
す
」
と
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い
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
機
会
主
義
の
本
性
を
完
全
に
露
帯
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
え
る
。
要
す
る
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
軍
事
財
政
上
の
困

難
お
よ
び
明
治
政
府
の
対
韓
方
針
の
急
変
、
そ
し
て
、
自
由
党
の
解

党
な
ど
、
こ
れ
ら
が
板
垣
・
後
藤
ら
を
し
て
当
初
の
計
画
を
放
棄
さ

せ
よ
う
と
し
た
主
要
原
因
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　
『
自
由
党
史
』
な
ど
の
文
献
に
述
べ
る
如
く
、
後
藤
が
機
密
を
洩

ら
し
た
の
で
、
連
仏
工
作
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
い

っ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
、
当
時
の
史
料
不
足
の
た
め
に
、
編
纂

者
が
こ
の
よ
う
に
く
だ
し
た
判
断
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
D
　
後
藤
と
甲
申
事
変

　
最
後
に
、
検
討
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
甲
申
事
変
は
な
ぜ
突
然
勃

発
し
た
か
、
ま
た
、
事
変
後
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
公
使
の
後
藤
…
に
対
す
る

態
度
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
甲
申
事
変
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
竹
添
公
使
が
明
治
政
府
の
積
極
政
策
の
も
と
に
、

独
断
的
に
惹
起
し
た
事
件
で
あ
る
。
事
件
後
、
井
上
外
務
卿
の
『
査

明
事
実
始
末
書
』
の
中
で
、
竹
添
公
使
は
事
変
の
計
画
に
は
全
然
無

関
係
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
観
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
思
う
。
京
城
に
帰
任
し
た
竹
添
は
、
政
府
の
対
韓
方
針
に
従
っ
て

朝
鮮
独
立
党
を
積
極
的
に
援
助
し
て
い
た
。
し
か
し
、
竹
添
公
使
は
、

ど
う
し
て
突
然
甲
申
事
変
を
ひ
き
お
こ
し
た
か
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

な
説
が
あ
ろ
う
が
、
私
は
、
フ
ェ
リ
ー
内
閣
の
政
策
の
一
点
か
ら
、

こ
の
問
題
を
考
察
し
た
い
と
思
う
。
前
述
の
如
く
、
フ
ェ
リ
ー
は
国

会
に
お
い
て
軍
費
支
出
案
の
通
過
を
は
か
る
た
め
に
、
一
部
の
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ー
議
員
を
利
用
し
、
下
院
を
操
縦
し
て
、
つ
い
に
十
一
月
二

十
八
日
、
　
一
、
　
六
〇
〇
万
フ
ラ
ン
お
よ
び
四
、
三
〇
〇
フ
ラ
ン
の

両
軍
費
支
出
案
を
通
過
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
決
議
案
は
極
東
国

際
情
勢
に
対
し
て
重
大
な
る
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
。
十
二
月
一
臼
の

『
東
京
日
B
新
聞
』
は
、
と
く
に
こ
の
ニ
ェ
ー
ス
を
詳
細
に
掲
載
し

た
。
し
か
し
、
パ
リ
駐
在
蜂
須
賀
公
使
は
、
外
務
省
に
対
し
て
全
然

　
　
　
　
　
　
⑦

報
告
し
て
い
な
い
。

　
ブ
ラ
ソ
ス
下
院
一
か
軍
曲
費
支
眼
目
鷹
乗
を
憎
八
過
さ
3
ゼ
た
後
、
w
て
れ
ド
か
極
中
果

に
お
い
て
直
接
ひ
き
お
こ
し
た
影
響
は
、
甲
申
事
変
勃
の
発
を
刺
激

し
た
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
う
。
事
変
の
際
、
井
上
外
務
卿
は

東
京
に
不
在
で
、
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
公
使
は
か
れ
と
直
接
連
絡
が
と
れ

な
か
っ
た
。
し
か
し
巨
額
の
軍
費
支
出
案
が
通
過
し
た
こ
と
は
、
フ

ェ
リ
ー
内
閣
が
ア
ジ
ア
植
民
地
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
決
意
を
示
し

た
竜
の
で
あ
り
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
朝
鮮
に
伝
わ
っ
た
こ
と
が
竹
添

公
使
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
突
然
の
行
動
を
お
こ
さ
せ
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た
と
み
ら
れ
る
。

　
甲
申
事
変
後
、
注
意
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
は
、
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
公

使
が
ド
ー
ト
ル
メ
ー
ル
（
U
霊
ぎ
§
・
）
に
後
藤
を
訪
問
さ
せ
た
問
題

で
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
甲
申
事
変
前
、
後
藤
ら
は
当
初
の
計
画
を

す
で
に
放
棄
し
て
い
た
。
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
の
方
も
こ
れ
を
知
っ
て
い

た
。
だ
か
ら
、
後
藤
と
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
問
の
交
渉
は
、
電
う
続
け
る

必
要
は
な
く
な
っ
た
竜
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
際
、

サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
が
ド
ー
ト
ル
メ
ー
ル
に
後
藤
を
訪
間
さ
せ
、
後
藤
が

甲
申
事
変
に
対
し
て
い
か
な
る
態
度
を
と
る
か
を
探
ら
せ
た
の
で
あ

る
。
当
時
、
後
藤
は
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
員
の
突
然
の
来
訪
に
困
惑
の

色
を
示
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
か
れ
は
、
　
「
私
は
何
も
知
り
ま
せ
ん
。

政
府
は
情
報
を
隠
し
て
い
ま
す
」
と
返
事
し
て
い
る
。
ま
た
、
か
れ

は
、
竹
添
公
使
は
あ
ま
の
性
急
な
人
で
あ
る
と
批
判
す
る
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

か
れ
自
身
な
お
政
府
の
監
視
下
に
あ
る
、
と
表
明
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
甲
申
事
変
は
、
あ
き
ら
か
に
後
藤
と
は
直
接
開
楽
な
く
、

明
治
政
府
の
…
機
密
厳
守
の
も
と
で
竹
添
公
使
が
う
っ
た
芝
居
で
あ
る

と
み
ら
れ
る
。
岡
時
に
、
サ
ソ
ク
イ
ヅ
チ
公
使
が
依
然
と
し
て
後
藤

を
利
用
し
て
、
情
報
を
収
集
し
続
け
よ
う
と
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
。

①
　
　
「
八
八
三
年
四
月
二
十
四
夜
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
に
お
け
る
晩
餐
会
の

　
榎
本
公
使
と
ブ
ー
レ
エ
公
使
と
の
対
話
記
録
（
燭
臼
本
外
交
文
霧
』
第
一

　
六
琳
巷
四
七
八
頁
）

②
　
竃
ぎ
馨
騨
。
3
ω
〉
跨
巴
お
。
・
ひ
茸
塁
σ
Q
曾
。
。
。
’
σ
o
窪
田
。
葺
ω
自
首
δ
ヨ
ー

　
暮
β
器
ω
艶
㊤
漏
a
。
。
（
同
G
◎
刈
ド
…
掃
¢
一
圃
）
H
曾
o
Q
Q
珍
δ
（
H
。
。
謬
…
お
8
）
》
8
0
ヨ
①

　
＜
．
窯
ρ
も
◎
b
o
へ
σ
「

③
鋭
き
窪
。
ρ
ご
山
①
唱
①
。
げ
①
℃
o
凝
け
5
器
画
㊦
膚
o
H
【
δ
翼
○
■
認
顧
に
よ

　
る
と
、
百
万
円
覧
五
〇
〇
万
フ
ラ
ン
。
O
岸
O
O
訟
○
鵠
℃
O
疑
獣
ゆ
償
①
宕
O
．
①
0
◎
．

　
に
よ
る
と
、
百
万
円
肛
約
四
五
〇
万
フ
ラ
ン
。

④
　
実
際
に
は
、
さ
き
の
う
エ
リ
ー
の
電
報
は
こ
の
蒋
ま
だ
東
京
に
到
着
し

　
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
韓
仏
関
係
に
つ
い
て
の
サ
ン
ク
イ
ッ
チ
公

　
使
の
意
見
は
、
す
で
に
フ
ェ
リ
ー
と
一
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

　
こ
で
、
後
藤
は
こ
の
よ
う
な
串
入
れ
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑤
　
　
晶
閾
櫓
爾
…
拙
羅
桐
『
史
林
』
　
一
九
山
ハ
○
年
第
一
二
欝
万
一
一
二
噌
血
齎
只
。

⑥
山
辺
健
太
郎
氏
の
論
文
「
朝
鮮
改
輩
蓮
動
と
金
玉
均
」
（
弾
歴
史
学
研
究
』

　
一
九
六
〇
年
一
一
月
弩
三
五
i
三
七
頁
）
の
中
で
、
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て

　
い
る
。
山
辺
氏
は
、
n
竹
添
公
使
と
金
玉
均
ら
と
の
親
密
関
係
は
、
竹
添
の

　
京
城
帰
任
直
後
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
、
私
も
賛
成
す
る
。

⑦
『
田
本
外
交
交
霞
』
第
一
七
巻

⑧
U
ぼ
。
。
銘
魯
勺
。
｝
三
ρ
g
閉
O
e
8
．

V

フ
エ
り
一
の
甲
申
事
変
に
対
す
る
態
度

　
満
国
側
で
は
、
甲
申
事
変
前
、
嚢
世
凱
が
朝
鮮
の
情
勢
を
す
で
に

李
画
嚢
に
報
告
し
て
い
た
。
そ
の
内
容
は
、
　
一
、
朝
鮮
政
府
は
日
本

63　（383）



人
の
煽
動
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
二
、
母
国
が
在
韓
兵
力
を
減
少
し

て
い
る
か
ら
、
李
朝
政
府
の
不
安
甚
し
く
、
豆
本
の
力
を
借
り
て
独

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

偉
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
、
李
懸
章
は
、
朝
鮮

問
題
に
対
し
て
き
わ
め
て
苦
慮
し
て
い
た
が
、
事
変
が
か
く
突
然
勃

発
し
よ
う
と
は
考
え
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
事
変
後
、
李
鴻

章
は
、
清
仏
両
国
の
紛
糾
が
未
解
決
で
あ
る
か
ら
、
日
本
と
の
衝
突

は
し
た
く
な
く
、
ど
う
に
か
し
て
平
和
的
に
朝
鮮
問
題
を
早
期
に
ま

と
め
た
い
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
呉
大
毒
を
朝
鮮
に
派
遣
し
て

事
変
の
真
相
を
調
査
さ
せ
た
際
、
四
百
人
の
丘
ハ
を
つ
れ
さ
せ
、
さ
ら

に
「
超
勇
」
、
「
揚
威
」
の
両
軍
艦
を
も
赴
か
せ
た
こ
と
は
、
事
変
鎮

圧
の
下
心
が
多
少
と
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
事
変
当
時
、
井
上
外
務
獅
は
山
口
に
お
り
、
か
れ
は
、
十
二
月
十

六
日
に
な
っ
て
、
朝
鮮
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
帰
京
し
た
。
翌
日
、

サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
公
使
は
、
明
治
政
府
の
甲
申
事
変
に
対
す
る
反
響
を

簡
単
な
電
報
で
フ
ェ
リ
ー
内
閣
に
知
ら
せ
た
。

　
朝
鮮
の
出
来
事
に
は
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
一
八
八
二
年
に
生
じ
た
よ
う

　
な
興
蕾
は
今
回
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
事
態
の
重
大
性
を
緩
和
す
る
よ

　
う
に
努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
六
籍
閾
前
か
ら
不
在
だ
つ
た
外
務

　
卿
は
、
昨
夜
江
戸
に
戻
っ
た
ば
か
り
で
す
。

　
打
電
前
の
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
公
使
は
、
明
治
政
府
の
フ
ラ
ン
ス
公
使

館
へ
の
正
式
通
知
は
何
ら
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
か
れ

は
、
明
治
政
府
が
今
回
の
事
変
を
如
何
に
処
理
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
知
る
す
べ
が
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
上
掲
の
電
報
に
は
、
た
だ

ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
た
の
み
で
、
か
れ
自
身
の
具
体
的
な
意
見
は
全
然

表
明
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
十
八
日
井
上
外
務
卿
が
フ
ラ
ン
ス
公
使

館
を
訪
問
し
て
政
府
の
正
式
見
解
を
説
明
し
た
の
で
、
は
じ
め
て
サ

γ
ク
イ
ッ
チ
に
は
、
事
情
が
あ
き
ら
か
に
・
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
か
れ

は
こ
の
日
た
だ
ち
に
フ
ェ
リ
ー
に
あ
て
て
送
っ
た
機
密
書
翰
で
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

甲
申
事
変
を
利
用
す
べ
き
こ
と
を
、
表
明
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
サ
ン
ク
イ
ッ
チ
が
こ
れ
ら
の
情
報
お
よ
び
意
見
を
パ
リ

に
伝
え
る
前
に
、
ブ
エ
リ
ー
は
清
国
駐
在
バ
ト
ノ
ー
ト
ル
公
使
か
ら

の
報
告
を
す
で
に
受
け
取
っ
て
い
た
。
当
時
、
フ
ェ
リ
ー
は
、
清
国

が
軍
隊
を
朝
鮮
に
派
遣
す
る
こ
と
を
予
測
し
、
も
し
清
国
が
海
上
輸

送
に
よ
っ
て
朝
鮮
に
援
兵
を
送
れ
ば
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
ク
ー
ル
ベ

艦
隊
の
派
遣
を
考
え
て
い
た
。
こ
こ
で
、
十
二
月
十
五
矯
、
か
れ
が

サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
公
使
に
あ
て
た
機
密
電
報
を
み
ょ
う
。

　
バ
ト
ノ
ー
ト
ル
氏
の
電
報
は
、
朝
鮮
に
お
い
て
清
国
人
と
臼
本
人
と
の
間

　
で
衝
突
が
起
っ
て
い
る
と
私
に
俵
え
て
い
ま
す
。
こ
の
衷
件
に
よ
っ
て
お
そ
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フェリー内闘と臼本（影）

　
ら
く
日
本
は
、
我
国
が
清
国
と
戦
い
始
め
て
以
来
守
っ
て
い
る
控
え
め
な
態

　
度
を
捨
て
て
、
こ
の
機
会
に
北
京
政
府
に
対
し
て
断
固
た
る
態
度
を
と
る
こ

　
と
を
決
意
す
る
で
し
ょ
う
。
我
濁
は
疑
本
に
対
し
て
、
た
と
え
ぽ
、
溝
麗
の

　
軍
隊
を
朝
鮮
に
海
上
輸
送
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
利
な
援

　
助
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
台
湾
問
題
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て

　
い
る
よ
う
な
最
後
酌
な
協
定
す
ら
偶
然
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
翫

　
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
は
そ
の
情
勢
か
ら
大
き
な
利
益
を
引
き
幽
す
こ

　
と
が
で
き
ま
す
し
、
我
國
の
方
で
も
日
本
を
清
国
に
対
す
る
行
動
に
む
か
わ

　
せ
る
こ
と
に
有
力
な
動
機
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
冒
的
を
達
す
る

た
め
に
、
あ
な
た
が
可
能
だ
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
を
慎
重
に
行
っ
て
下
さ
い
。

　
そ
し
て
電
信
に
よ
っ
て
遂
次
私
に
情
報
を
お
送
り
下
さ
い

　
一
八
八
四
年
十
・
二
月
十
・
五
田
　
ジ
ュ
…
ル
・
フ
ェ
リ
…

こ
の
電
報
に
よ
る
と
、
フ
ェ
リ
ー
の
甲
申
事
変
に
対
す
る
態
度
に
つ

い
て
以
下
の
よ
う
な
三
点
を
指
摘
し
う
る
。
　
一
、
は
っ
き
り
と
日
本

に
協
力
す
る
こ
と
、
二
、
機
に
乗
じ
て
，
清
国
の
行
動
を
妨
げ
る
こ

と
、
三
、
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
に
速
か
に
情
報
を
集
め
さ
せ
、
早
期
に
計

画
を
立
て
よ
う
．
と
し
た
こ
と
。

　
甲
申
事
変
は
機
密
鯉
に
計
画
的
に
惹
起
さ
れ
た
竜
の
で
あ
る
が
、

清
国
を
屈
服
さ
せ
よ
う
と
す
る
フ
ェ
リ
ー
は
こ
の
好
機
を
決
し
て
見

逃
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

①
　
　
『
李
文
忠
公
全
集
訳
聖
母
稿
幽
一
六
巻
、

②
　
σ
貯
0
9
同
。
コ
℃
○
寮
…
へ
｝
二
Φ
窯
ρ
8
’

W
　
む

す

び

一
〇
一
一
＝
貝

　
第
二
次
フ
ェ
リ
ー
内
閣
成
立
後
、
フ
ェ
リ
ー
は
櫃
民
地
政
策
強
化

の
た
の
、
三
三
の
軍
費
を
消
費
し
、
海
外
戦
争
を
推
進
し
た
。
農
業

恐
慌
、
小
農
没
落
の
当
時
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
社
会
で
は
、
も
と
も

と
、
そ
の
経
済
基
礎
が
不
安
定
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
社
会
情
勢
の
中

で
、
限
り
あ
る
蓄
積
資
本
を
持
っ
て
海
外
開
発
、
と
り
わ
け
戦
争
を

断
行
す
れ
ば
、
不
幸
な
運
命
を
ま
ね
く
の
は
当
然
で
あ
る
。
フ
ラ
ン

ス
経
済
山
朋
壊
の
危
機
は
、
フ
ェ
リ
ー
政
権
｝
を
動
揺
さ
せ
、
フ
ェ
リ
…

を
し
て
自
分
の
政
治
生
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、
清
国
か
ら
賠
償
金
を

と
妙
、
フ
ラ
ン
ス
の
戦
費
損
失
を
補
う
こ
と
を
余
儀
な
く
せ
し
め
た
。

し
か
し
、
こ
の
計
爾
は
失
敗
し
た
。
当
時
の
清
国
は
賠
償
拒
否
と
解

決
の
遷
延
を
は
か
り
、
つ
い
に
フ
ェ
リ
ー
の
植
民
地
政
策
を
し
て
、
，

進
退
困
難
な
る
境
地
に
陥
ら
し
め
た
。

　
フ
ェ
リ
；
の
植
民
地
政
策
は
、
極
東
国
際
檜
湿
熱
〃
の
危
機
を
楢
州
大
さ

せ
、
雲
南
紛
糾
の
根
本
問
題
で
あ
る
「
宗
主
権
」
に
関
し
て
、
国
際

問
の
連
鎖
反
応
を
引
き
お
こ
し
た
。
日
本
が
野
仏
戦
争
を
利
用
し
て
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朝
鮮
問
題
を
解
…
決
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
7
エ
リ
！
の
方
で
も

a
本
を
利
用
し
て
清
国
を
早
期
に
屈
服
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
相

互
協
力
、
相
互
了
解
の
結
果
は
、
続
様
近
代
史
上
二
つ
の
重
大
事
件

を
も
た
ら
し
た
。
一
つ
は
、
自
由
党
指
導
老
と
フ
ラ
ン
ス
公
使
と
の

会
談
で
あ
り
、
一
つ
は
、
竹
添
公
使
が
甲
申
事
変
を
惹
起
し
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
重
大
事
件
は
、
一
八
八
四
年
日
本
国
内
に
お

い
て
自
由
主
義
と
絶
対
主
義
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
別
に
発
出
し
て
ゆ

く
結
果
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
方
で
は
両
者
の
矛
盾
を
表
わ

し
、
一
方
で
は
両
者
の
融
和
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
本
稿
最
後
の
結
論
を
述
べ
る
と
、
以
下
の
如
く
な
る
。
一
、

二
仏
両
国
紛
糾
の
際
に
お
け
る
日
仏
同
盟
と
い
う
こ
と
に
は
根
拠
が

な
い
。
し
か
し
、
両
国
の
相
互
了
解
お
よ
び
相
互
協
力
の
事
実
は
否

定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
二
、
自
由
党
指
導
者
た
ち
が
フ
ラ
ン
ス

公
使
を
訪
問
し
た
こ
と
は
、
か
れ
ら
の
機
会
主
義
を
は
っ
き
り
示
し

て
い
る
。
か
れ
ら
と
フ
ラ
ン
ス
公
使
と
の
会
談
の
結
果
は
、
何
ら
得

る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
か
え
っ
て
フ
ラ
ン
ス
に
利
用

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
三
、
明
治
政
府
の
対
韓
方
針
の
急
変
は
、
直
接

に
は
、
フ
ェ
リ
ー
の
植
民
地
政
策
強
化
の
影
響
を
受
け
、
間
接
に
は
、

自
由
党
の
連
仏
機
密
の
漏
洩
と
関
係
が
あ
る
。
四
、
竹
添
公
使
の
計

画
は
、
極
秘
裡
に
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
行
動
が
は
や
す
ぎ
た
の
は
、

フ
ラ
ン
ス
下
院
で
軍
費
支
出
案
が
通
過
し
た
の
と
関
係
が
あ
る
と
み

ら
れ
る
。
五
、
自
由
党
に
し
ろ
、
明
治
政
府
に
し
ろ
、
そ
の
最
終
目

的
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
清
国
の
支
配
権
を
一
掃
し
よ
う
と
し
、
そ
れ

に
代
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。

　
付
　
記

本
稿
は
昨
年
読
史
会
秋
季
大
会
に
お
い
て
発
表
し
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。

　
サ
ン
ク
イ
ッ
チ
公
使
文
書
は
、
　
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
研
究
貴
く
㊤
影
鳥
。
溢
昌
？

①
誘
。
プ
氏
の
御
援
助
に
よ
り
入
手
し
た
も
の
で
あ
り
、
　
『
東
京
臼
日
新
聞
』

な
ど
は
、
東
京
大
学
法
学
部
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
主
事
西
田
長
寿
氏
か
ら
御

提
供
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
両
氏
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

　
る
。

66　（386）



　　　　　　　　　On　the　Private　’Military　Force　of　Tennb

　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　the　Ancient　Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kojir6　Naoki

　The　study　of　the　T醜％6’s天皇bodyguards　in　ancient　Japan

has　rapidly　developed　since　Mitsusada　Inoue井上光貞　1it　the

fuse，　but　it　seems　that　in　the　former　studies　the　distinction

between　the　forces　of　the　Yamato大和Court　headed　by　Tenn6

and　the　private　forces　under　the　direct　control　of　Tenno”　has　noe

been　clarified．　Before　Taifea：大化，　both　the　Yugei靱：負force

and　the　Toneri舎人force　have　been　takell　as　the　main　force

belonging　to　Tenn6，　but　I　think　that　the　Yz｛gei　force　grew　to　a

slight　chayacter　of　the　private　force　belonging　to　Tenno”　and　a

close　character　of　the　public　force　belonging　to　the　Court　in

the　sixth　century，　since　then　the　Toneri　force　was　used　as　a

more　private　force　belonging　to　Tenno”．　These　two　forces　were

absorbed　into　the　system　of　Go－e・fa五衛府at　the　establishment

of　the　1～itsury6律令system．　Yet　as．early　as　the　beginning　of

the　eighth　century　Juto”一toneri授刀舎人was　establi＄hed　as　a

private　force　belonging　to　Tenito”．　This　system，　in　the　course　of

time，　developed　量nto　Jutiei授刀衛　or　Konoe－fa近衛府．　TG

consider　the　character　of　the　ancient　Tennt／．，　it　is　useful，　1　think，

that　we　recognize　the　political　part　the　private　force　belonging

to　Tenno”　played．

　　　　　　　　　　The　Cabinet　of　Jules　Ferry　and　Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P’eng　Tse－chou

　After　Jules　Ferry’s　Second　Cabinet　（1883－1885）　was　orgaBized，

having　defeated　China　with　military　forces，　he　attempted　to　obtain

a　large　indemnity　from　the　Ch’ing　Goverment．　At　the　same　time，

he　wished　to　tal〈e　advantage　of　the　international　situation　in　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　484　）



Far　East，　and　acted　secretly　in　concert　with　the　Meil’i　Govern－

me1ユt，　with　the　hope　of　using　theノ砂％Party　of　Japan　as　a　too1・

Based　on　the　diplomatic　documents　of　Japan　and　France，　and　a

few　of　the　important　contemporary　newspapers　of　Japan，　1　have

studied　this　subject，　with　emphasis　on　the　international　relations

between　France　and　Japan　iR　1884；　We　cannot　clearly　uRclerstand

the　infiuence　of　Ferry’s　colonial　policy　in　the　Far　East　unless　we

seax‘ch　for　the　fundamental　reasons　behind　it．　ln　this　paper，　I

have　attemptecl　to　give　some　answers　to　this．　problem．

Serfdom　and　Capitalism　in　the　Russian　Light　lndustries

　　　　　　by

Tetsur6　Aratal〈e

　　In　this　article　we　will　treat　the　development　of　the　Russian

ligkt　industries　froin　the　twenties　to　the　sixties　in　the　eighteenth

century，　with　special　reference　to　the　movement　of　peasants　into

the　city　（Moscow），　i．　e．　the　formation　of　labour　marlcet．

　　In　this　period，　a　considerable　number　of　employed　labourers　of

peasants’　origin　had　already　appeared，　and　the　peasantbourgeoisie

hac　d　risen　while　many　of　free　employed　labourer＄　ln　manufactures

could　net．　have　the　character　of　constant　labour　poxver，　as　they

were　serfdom　in　the　close　’coBtact　with　land　as　a　rent－peasant；

till　the　second　ltalf　of　the　nineteenth　century　when　peasants　gene－

rally　lost　their　land，　compulsory　labourers　subordinated　to　serfdom

played　a　transitional　part　as　the　mainlabourers．

A　Study　on　Hawaiian　Revolution　of　1893

　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　Masaya　Yamamoto

　　Hawaiian　Revolution　broke　out　with　the　assumption　that　Ha－

wail　would　be　annexed　to　the　United　States．　ln　Ameriean　history，
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